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9
月

11
日

「総
裁

選
討
論
会
」
決
定

こ
と

し
最
大

の
政
治
イ

ベ

ン
ト
は
9
月

の
自

民
党

の
総
裁
選
だ

ろ
う

事
務

局

で
は
年
初
か
ら
、

特
別
賛
助
会

員

・
穂

谷
直
彦

さ
ん

〔自
民

・
広
報
本
部

専
門
委

員

「
と
、

ク
ラ
ブ
主

催
で
の
凱
候

補
者

に
よ

る
討
論
会
を
実
現

す
べ
く
連
絡

を
と

っ
て
き

た

総

裁

選

管

理
委

員
会

の
設
置

を
待

っ

て
、
7
月

5
日
、
滝
・鼻
理
軒

長
名
で
臼
片

H
出

男
委
員
長
あ

て
に
、
正

式
に
依
頼
状

を
発
送

し

た
.
そ
の
結
堪
、

第
2
回
選
管

委
員
会

【7

・
19
>
で
、

日
本
記
者
ク
ラ

ブ

L

催

の

総

裁

選

討

論

会

が

9

月

11

日

(
月

 
午

後

-

時

か

ら

3

時

で

決

定

し

た

ク

ラ
ブ

で

の

自

民

総

裁

選

討

論
…孤
ム
は

な
'

度

で

5

回

目

過

去

4

回

の
顔

ぶ

れ

は

以

ド

の

通

り

一敬

称

略

}

95

・
9

・
20

〔
小

泉

純

.
郎

橋

本

龍

太

郎

〕

99

・
9

・
17

〔小

渕

忠

.、

.

加

藤

紘

.

山

崎

拓

}

01

・
4

・
18

【
小

泉

純

一
郎

僑

本

龍

太

郎

亀

ヰ

静

香

麻

生

太

郎

}

03

・
9

・
11

一
小

泉

純

一

郎

藤

井

孝

男

亀

片

静

香

高

村

正

彦

一

「ここはよ く覚えてい ます1

カルザイ大統領 σ、7:

2002fド1月22日 、2003F群2月21

日に続 いて クラブ での3度 目の

会 見 破 綻 国家 の 復興 モ デ ルか

と期 待 され た ア フガ ン も、 この

ところ タリバ ン勢 ノ」の も り…些し

で治 安悪 化 大統 領の す て きな

チ ャパ ンも順風 に ひ るが え って

い るわ けで'はない.

⑪

一
.O

O

1

0

・-冒
.
.

一

果

京

都

f

代

田

区

内

幸

町

.

.
ノ

、
.
ノ

.

目

本

プ

レ

ス

セ

ン

タ

ー

ピ

ル

で

社

団

法

人

日

本

記

者

ク

ラ

ブ

三

「P

二
.≦
.越
『.』
⊇
コ

.、つ
「
.』
コ

.長

い
助

走
を
経
た
総
裁
選

も
、

9
月
8

日
告
.小
、

19

日
党
貝
投
票
、

20
日
国
会
議

員
投
票

が
確
定
し
た

、
こ

の
期
間
中
、
9

H
に
東
京

・
新
宿
、

10
0

・
鹿
児
島
、
16

目

・
札
幌

、
大
阪

の
4
ヵ
所

で
街
頭
演
説

会
も
行

わ
れ

る

.

も
ち

ろ
ん

、

テ
レ
ビ
各
局

へ
の
出
演
も

多
く
あ

る
だ

ろ
う
..
告
.不
前

の
ブ

ロ
ッ
ク

大
会

で
も

討
論
会

が
行
わ

れ

る
の
で
、
争

点
や
議
論

が
総
花
的

に
出

尽
く

し
た
段
階

で
の
ク

ラ
ブ
討
論
会

に
な

る
、

そ
れ
を
前

提

に
、

企
画
委
員
会
は
作
戦

を
考
え
、
各

紙
が
翌

日
朝
団

で
詳
報
す

る

に
値
す

る
よ

う
な
内
容

の
も

の
に
す

る
た

め
汗
を

か
く

こ
と

に
な

る
、

有
力

対
抗
馬
と

み
ら
れ

て

い
た
福

田
さ

ん

の

「
.不
出
馬

」
表
明

(
7

・
21
〕
で
、

安
倍

さ

ん
独
走

の
流
れ

に
な

っ
た
.
が
、

本
番

は

こ
れ

か

ら
.
[
消

化
試

合

」
み
た

い
に
な
れ
ば

、
政

治
の
リ
ー

ダ
ー
シ

ッ
プ

自
体

が
萎
え

る

.
た
ま
た

ま

同
じ
U
に
昼

食
会

に
み
え

た
、

額
賀
防

衛
庁

長
官
も
ま

ん
ざ

ら

で
も

な

さ
そ
う
だ

っ
た

の
で
出
馬

を
期
待

し
た

い
.、
人
き
な

転
換

期

の
11
本

丸

の
船

長
選

び

な
の
だ

か
ら
.、

小
泉

首
相

に
も

、
総
裁

選

の
前

に
、
有

終

の
美
を
ナ

シ

ョ
ナ

ル

・
ブ
レ

ス
ク

ラ
ブ

で
飾

っ
て

い
た

だ
き

た

い
、
す
で

に
招

待

状

は
届
け
て
あ

る
.、
小
泉

さ
ん
は
総

裁
選

の
討
論
会
に
3
回

、
党
首
討
論
会

ー,卜
4
回

出

席
し
て

い
る
.
合

訓

7
回
は

こ
れ

か
ら

も

な
か
な
か
破

れ

な

い
レ
コ
ー
ド
だ

と
思

う

.
こ
れ
だ
け

縁

が
あ

る
の
だ
か

ら
、
む

げ

に
断

る
こ
と

は

な

い
だ

ろ
う

と

思

う

が
、
ま
だ
よ

い
返
事

が
な

い

H

P

の

「
速

記

録

」

に
注

目

を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
資
料
室

ム
苔
兄
速
記

録

」
掲
載
の
昭
和

天
皇

・
香
淳
皇
后

会
見

〔
1
9
7
5

・
m

・
叙

}
も
参

考

に

し

て

く

れ
た
と
思
う

が

、

7
月
13
日
、
朝

目
新

聞

は

「戦
争

責

任

尋

ね
た
唯

.
の
会

日兄
」

と

い
う
記
事
を

載

せ
た

.

こ
の
ク
ラ
ブ

の
速
.記
録
に

つ
い
て
、
元

《
A
員

の
.宇
野

実

さ

ん

〔読
売
出
身

〕
が
、

質

問
し
た
ザ

・
タ
イ

ム
ズ

の
中
村
浩

二
記

者

【ク
イ
ム
ズ

の
前

は
毎
口
の
外
信

部
副

部

長
な
ど
を
務

め
た

}
の
名
は
正

し
く

は

「
康

.
一」
で
は
、

と

連
絡

し

て
く

れ

た
.、

毎

B
新
聞
な
ど

で
確

認
し
た
と

こ

ろ
ご
指

摘

の
通
り
だ

っ
た

の

で
、
速
記
録
を

訂
正

し
た
,
.兀
会

貝

に
感
謝
多
謝
、

と

こ
ろ
で
、
最

近

の
も

の
で
の
お
薦

め

は
福
坪
日
銀
総
裁

(
6

・
20
)と

旧
中

元
外

務
審
議
官

〔5

・
15

}、
そ
れ
に
英

米

2
人

の
外
人
記
者

の
小
泉

政
権
総
括
1

(専

務
理
事

岩
崎

玄
道

)

Il
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パ

ス
カ
ル

・
ラ
ミ

ー

W

T
O
事

務

局
長

▼
交

渉

再
開

へ
精

力

的

な
活
動

期

待

冗
談
を
交
え
な

が
ら
慎
重
に

.
つ

一
つ

諄

葉

を
選
ん
だ

上

で
、

「
日
本

に
譲

歩

の

余

地
が
あ
る
こ
と

が
確
認

で
き
て
有

意
義

だ

っ
た
」
と
集

ま

っ
た
記
者
に
語
り

か
け

る
姿
は
、
か

つ
て
欧

州
委
員

〔通
商
委

員
)

と

し

て
精
力
的

に
活

動

し
て
い
た
印

象
と

は

異
な
る
新
鮮
さ
を

覚
え
た
、
6
月

末
か

ら

ジ

ユ
ネ
ー
ブ

で
開
か

れ
た
世
界
貿

易
機

関

(W
T
O

)
非
公

式
閣
僚
会
合
が

不
調

に
終
わ

っ
た

の
を
受

け
、
自
ら
主
要

国

・

地

域

と

の
調
整
役

を
務

め
、
「助

け
を

借

り

た

い
時
に
は
ま
ず

ベ
ス
ト

・
フ
レ

ン
ド

に
声

を
か
け
る
」
と

し

て
、
最
初

の
訪
閻

国

に
日
本
を
選
ん
だ

。

[
本
政
府

の
交
渉

担
当
者
の
ラ
ミ
i
氏

評

は

「
く
せ
者

」
「
必
ず

し
も

信
用

で
き

な

い
」
な
ど
、

一
筋

縄

で
は

い
か
な

い
と

い
う

も
の
ば
か
り
。
事

務
局
長

に
就
任

し

7

・
6

.禾

一

記
占
会
見

司
会

矢
島

誠
司
委
員

通
訳

池
田
薫

出
席

82
人

て
か
ら
も

、
そ

の
評
価

に
大

き
な
変
化
は

み
ら
れ
な

い
..

一
方

で

「
先

延
ば
し

の
余

地
は
な
い
」

「
政
治

的

合
意
を

つ
け

る

こ
と

が
先
決
。

今

し
か
動
く

時

は
な

い
」

な
ど
と
、
交
渉

を
ま
と
め

る
意
義
を
説
く
姿

に
は
、
目
標

達

成

へ
の
強
烈

な
意
思
を
感

じ
た
。

1
泊

4
[

の
強
行

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
で
、

小
泉
純

一
郎

首
相
を
は
じ

め
関
係
閣
僚
、

経
済
界

の
代

表

ら
と

の
会
談

を
次

々
と
こ

な
し
た
,

そ

の
姿
勢
は
、
欧

州
委

員
と
し

て
精
力
的

に
活

動
し

て

い
た
こ
と
か
ら
付

け
ら
れ
た

あ
だ
名

「
エ
グ
ゾ

セ

・
ミ
サ
イ

ル
」
を
ほ
う

ふ

つ
と
さ
せ

る
.

W
T
O
新
多

角
的
貿

易
交
渉

(ド
:
ハ
・

ラ
ウ

ン
ド

)
は

そ
の
後

の
非

公
式

閣
僚
会

合

で
も

各
国

の
主
張

の
隔
た

り
が
埋
ま
ら

ず

、
今

年

末

の

最

終
合

意

を

正
式

に
断

念
.

政
治
的

圧
力
を
背

景

に
米

国
や
欧
州

連

合

(
E

U

)、

ブ

ラ
ジ

ル
、

H
本

な
ど

主

要
国

・
地

域

が
互

い
に
相
予

に
譲
歩
を

求

め
て
動

か
な

か

っ
た
た

め
で
、
交
渉
は

長
矧
化

が
必
至

の
情
勢

と
な

っ
た

W
T

O
自
体

の
意
義

す
ら
問
わ
れ

る
状
況
と
な

っ
た
今

、
め
ど

も
立

っ
て

い
な

い
交
渉
再

開

に
向

け
、

ラ

ミ
ー
氏

の
精
力
的
な
活
動

が
期
待

さ
れ

る
..

時
事

通
信
経

済
部

松
岡

一
弘

ハ
ミ
ド

・
カ
ル
ザ
イ

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
大
統
領

▼
再
建
途

上
、

警

察

力

の
強

化

を

最
近
、

ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
治
安

悪
化

を
伝
え
る
記
事

を
多

く
配
信
し
て

い
る
。

駐
留
多
国
籍
軍

と

旧
政
権
タ
リ
バ

ン
と

の

戦
闘

で
多
数

の
犠
牲

者
が
出
て

い
る
が
、

新
聞
の
片
隅
に
載

る
だ
け
の
場
合
も
多

い
、

同
国
を
め
ぐ

っ
て
は
、
軍
閥
や
旧
国

軍
丘

士

の

「武
装

・
動
員

解
除
、
元
兵
士

の
朴

会
復
帰
」
(
D
D

R
>

計
画
が
6
月
末

で
終

～
、
6
万
人
以

上

が

武
装
解
除

に
応

じ

た

も

の
の
、
再
建

へ
の

道

の
り
は
険

し

い
と

言
わ
ざ
る
を
得
な

い
.

そ

ん
な

中
、

「
平

和

の
定

着

東

京

会

議
」
に
出
席
す

る
た

め
カ
ル
ザ
イ
大
統

領

が
来
H
し
た
。

民
族

衣
装
チ
ャ
パ

ン
を

セ

ン

ス
良
く
着

こ

な

し
会

見
場

に
現

れ

る

と
、
流
暢
な
英

語

を
操

り
質
問
に
答

え

た
、.

治
安
情
勢

に

つ

い
て
、
国
外
か
ら

の
テ

ロ
リ

ス
ト
流
入

が
大
き

な
要
因
と
指

摘

.、

ま

た

「
1
人

の
警

察
官

が
1
0
0
0
人

以

ト

の
住
民
を
守

っ
て

い
る
」
と
述

べ
、

警

察
力

不
足
と

の

認
識
を

示
し
た
。
隣

国

パ

キ

ス
タ
ン
を
念

頭

に
置

い
た
発
言
と

も
受

7

・
7

〔金
}

記

著
会
見

司
会

宮
田
謙

一
委
員

通
訳

澄
川
美
都
子

出
席

旧
人

写
真

頃
ガ

ン
マ
ブ
レ
ス

け
取

れ
た

が
、
両
国
間

で

の
貿

易
が
活
発

化
し
て

い
る
こ
と
を
例

に
挙
げ

「
関
係
は

艮
好
」

と

か
わ
し
た
.、

大
統
領

は
米
国
を
中

心
に
西

側
各
国
と

紫
密
な

関
係
を
築
き
、

政
権

の
求
心
力
を

高
め
た
と

さ
れ
る
。
し
か
し
、

6
月
下
旬

に
は
米

軍
な
ど

に
よ
る
旧

政
権

タ
リ
バ
ン

残
存
勢
力

の
掃
討
作
戦
を

「
ア

フ
ガ
ン
人

か
死
ぬ

の
は
受
け
人
れ
が
た

い
」
と
戦
略

変
更
も

求
め

た

米
同

時
テ

ロ
か
ら

間
も
な
く

5
年

た

つ
が

、
ビ
ン
ラ

デ
ィ
ン
容

貯疑
者
や
オ

マ

ル
師

は
行

方

知
れ
ず
。

米
国

の
政
策

に
不
満
は

な

い
の
か

.
質

問
し
よ

う
と
手

を
挙

げ
て

い
た

が
、
指
名

を
受

け
ら
れ

な
い
ま
ま
時

間
切
れ
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
、

大
統
領

は
同
じ
目
、
会
見

に

先
立
ち
国

連
大
学

で
講
演
し
た
。
平
和

定
着
会
議
で

6
千
万

ド

ル
の
支
援
を
約
束

し

た
日
本
に

謝
意
を
表

明
。
乳
児
死
亡
率

や

識
字
率
が

世
界
最
低

レ
ベ
ル
に
あ

る
と

「
も
う

一
度
、

ア
フ
ガ

ン
に
注
R
し
て
ほ
し

い
」
と
訴
え

た
。
終
始
穏

や
か
だ

っ
た
語
り

口
は

一
転
、

厳
し

い
顔

つ
き
だ

っ
た
。

共
同
通

信
外
信
部

大

西

利
尚

〔2)
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グ

ン
タ

ー

・
フ

エ
ア
ホ
イ
ゲ

ン

欧

州

委

員
会

副

委

員

長

▼
未

来

へ
の
指
針

作

り

の
難

し
さ

も
と
も

と
は
ド

イ

ツ
社

民
党
川
身

で
同

国

の
外

務
政
務
次
官
を

務
め
た
.
99
年
に

欧
州
連

合

(E
U
)
入
り
し
、
拡
大
担
当

の
欧
州

委
員
を

つ
と

め
た
後
、

04
年

に
E

U
の
企

業

・
産
業

政
策

担
当

の
副
委
員
長

に
昇
格

し
た

.
欧

州
委

員

の
大
半
を
新
顔

が
占

め
る
中
で
、
経
験
麗
愚
吊
な
同
氏
は
E

U
の
生

き
字
引
的
存

在
だ
.

2
年

前
、
25
力
国
体
制
と

な

っ
た
E
U

は
ど

こ
ま

で
拡
大
す
る

の
か
..
東
方
の
巨

入

ロ
シ

ア
と

ど
う

付
き

合

っ
て

い
く

の

か
、

フ
ラ
ン
ス
、
オ

ラ
ン
ダ

の
国
民
投
票

で
批
准

が
拒
否
さ
れ
た

E
U
憲
法
は
ど
う

な
る

の
か
、

こ
ん
な
素
朴

な
質
問
に
、
手

慣
れ
た
調
子

で
こ
た
え

て

い
く
.

「
条
約

上
、
E
U
拡
大

に
限
界
は
な

い
.

地
理
的

に
欧
州

に
あ
り
、

加
盟
条
件
を
満

た
せ
ば
加
盟

で
き

る
」
と

.、..口
い
切

っ
て
ど

7
・
轡

杢

記
莫

見

異

中
農

朗

言

溢

画
村
冥

罎

契

き

っ
と
さ
せ
た
、

だ
が
、
現
実

の
加

盟

日

程

に
ヒ

っ
て
い

る

の
は

07
年

の
ブ

ル
ガ

リ

ア
、

ル
ー

マ
ニ

ア
、

10
年
ご
ろ

の
ク

ロ
ア

チ

ア
ま

で
で
、

ト

ル

コ
と
の
交
渉

に
は
相

当

の
年
数
が
か

か

る
と

の
冷
静
な

見
立

て

を
、小
し
た
、

イ

ラ
ク
戦
争
当

時

、
ピ
ー
ク
を

迎
え

て

い
た
米
国
中
心

の

.
極
体
制
は

中
国
、

イ

ン
ド
、

ロ
シ
ア

の
台

頭
に
よ

っ
て
次
第

に

多
極
化
世
界

の
姿

を
表

し

つ
つ
あ

る
、

欧

州

は
、
そ

の

一
極
を

形
成
す
る

の
が
自

ら

の
運
命
だ
と

思

い
定

め
て

い
る

の
か
..

一.
ロ
シ
ア
は
大

事

な
隣
国
だ
、

(米

国
が

い
く
ら
批
判
し

て
も

)
戦
略
的

な
関
係

を

変

え

る
必
要

は

毛

.頭
な

い

=

海

賊

品

の

追
放

の
た
め
、

日
米
欧

の
協
力

関
係

を
強

め
よ
う
」
と

い

っ
た
発
....口か
ら
は

、
地
域

統

合
を
着
実
に

進

め

て
き
た
と

の
自

信
が

ほ
と
ば
し
る
。

た
だ
、
E
U
憲

法
条
約
に

つ
い
て
は

「憲

法

は
ま
だ
死
ん

で

い
な

い
..大
事
な

の
は
、

愚
法
と

い
う

タ

イ
ト

ル
で
は
な
く

、
中
身

だ
.

08
年
末
ま

で
に
最
終
解
決
策

が
決
ま

る
」
と
語

る
だ

け
,

25
力
国
体
制

の
未
来

へ
の
指
針
作
り

の
難

し
さ
を
感

じ
さ

せ
ら

れ

た
。

朝

日
新
聞
論

説
委

員

脇

阪

紀
行

与
謝
野

馨

経
済
財
政
・
金
融
担
当
相

▼

「財

政
赤

字

」

は

忍

び

寄

る
危
機

「
日
本
銀

行

の
政
策

決

疋々
ム
耳
ム
ロ
の
話
…顕
}

は

一
切

触
れ
な

い
の
で
ご
容
赦

い
た
だ
き

た

い

一

:

,
7
月

14
日
午
後
1
時
か

ら

始
ま

っ
た
記
者
会

見

の
冒
頭

で
、
与
謝

野

氏
は

こ
う

ク
ギ
を

さ
し

た
、.

日

本
銀
行
が
2

0
0
1
年

3
月
か
ら
続

け

て
き

た
ゼ

ロ
金
利
政
策

の
解
除
を
決

め

る
政

策

決

定
会

合

の
当

日
だ

っ
た

か

ら

だ
..
実
際
、

日
銀

が
ゼ

ロ
金
利
解
除
を

発

表
し

た

の
は
会
見

の
真

っ
最
中
だ

っ
た
..

冒

.頭
発
言

で
は
金
融

政
策

に
は
触
れ
な

か

っ
た
が
質
疑
応
答

で
は

「
例
外
的
な
政

策

か
ら
脱
却

し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
と

い

う
方

向
性

は
正
し

い
」
と

ゼ

ロ
金
利
解
除

に
理
解
を

示
し
た

。

本

題

は
経
済
財

政
担
当

相
と
し
て
7
月

7
日

に
ま
と
め
た

ば
か
り

の
政
府

の
骨
太

方
針

2

0
0
6

、
「
日
本

は

明
確
な
危

機

'
・
H

金

 

記
汗
会

見

司
会

川
崎
史

郎
墾

員

出
贈

肥

人

に
立
ち
向

か
う

こ
と

に
は
慣

れ

て

い
る

が
、
財
政
問
.題

の
よ
う
に
少
し
ず

つ
病
状

が
悪
化
し
て

い
く

危
機

に
は
あ
ま

り
う
ま

く
対
応
で
き
な

い
の
で
は
な

い
か
と
心

配

し

て

い
る

一
と

財
政
再
建

の
重
、要
性
を
訴

え

た

則
政
赤

字
問
題
を

[
忍
び
寄

る
危

機

一
〔ク
リ

ー
ピ

ン
グ

・
ク

ラ
イ

シ

ス
“

と
表
現
し
た

の
が
印
象
的
だ

っ
た

,

5
年
半
に
わ

た

る
小
泉
純

一
郎
政
権

の

業

績
に
つ
い
て
は

「自
民
党

の
持

っ
て
い

た
占

い
モ
ノ
を

壊
し
整
地
し
た
」
と

評
価

し
た
う
え
で
、
ホ

ス
ト
小
泉
政
権

で
は
「
整

地
し
た
と

こ
ろ

に
ど

ん
な
家
を
建

て

る
か

と

い
う

こ
と
が
重
要

に
な
る
」
と
見

方
を

示

し
た
.
「壊

す

時

代

」
か
ら

「
設

計

と

建
築

の
時
代

一
に
入
り
、
国
民

へ
の
説
明

責
任
が
よ
り
重

要

に
な
る
と

い
う
見

立

て

だ
,
ボ
ス
ト
小
泉

政
権

で
の
財
政
再

建
な

ど

の
政
策
課
題
を

ど
う
進

め
る
か
を

意
識

し
た
発
言
だ
。

当
然
、
秋

の
自

民
党
総
裁
選

へ
の
出
馬

意
欲
を
尋
ね

る
質

問
も
場
内
か

ら
は

飛
ん

だ
が
、
「新

聞

や
雑

誌

に
出

る
と

家

に
帰

っ
て
女
房
か

ら

「と

ん
で
も
な

い
』

と
し

か
ら
れ
る
.
家

が
治
ま

ら
な

い
と
国

も
治

ま
り
ま
せ
ん
か
ら
」
と

か
わ
し
た
。

H
本
経
済
新

聞
編
集
委
員
兼

論
説
委

員

藤

井

彰
夫

〔31
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長
谷
川

毅

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
教
授

▼
日
本
外
交
は

ア
ヘ
ン
中
毒
だ

っ
た

緻

密

で

重
厚

な
長

谷

川
教
授

の
語

り

口

だ

が
、
と

き

と

き

“
見

出

し

に
ぴ

っ
た

り

”

の
強

い
」
口
葉

が

飛
び
出

す
。
「
ソ
連

は

ア

ヘ
ン
だ

っ
た

」。

昭
和

20
年

6
月

以

降
、
東
郷
外
相
以

ド
和
平
派
は

ソ
連
を

通

じ

て
戦
争
終
結
を

図

ろ
う
と
す
る
、
と

こ

ろ
が
、

ス
タ
ー

リ

ン
の
方
は
日
本
と

の
戦

争

に
加
わ

っ
て
領

土
を
獲
得
す
る
腹
づ
も

り
だ

か
ら
、
ソ
連

軍
・の
準
備
が
整
う
前

に

戦
争
が
終
わ

っ
て
は
因

る

一
恐

る

べ
き

ス

ピ

ー
ド
で
極
東

に
兵
力
を
移
動

さ
せ
な

が

ら
、

H
本
に
対
し

て
は
、

ソ
連

の
中
立
を

信
じ
さ
せ
、
時
間
稼

ぎ
を
し
た
。

和
平
派
は
見
事

に

ソ
連

の
術
策

に
は
ま

り

、
日
本

の
運
命

を

決
す
る
貴
重

な
2

カ

月
余
を
空
費
し
た

わ
け
だ
.
長
谷

川
教
授

は

「希
望
的
観
測

が
戦
略
的
思
考

に
す

り

か

わ
り
、

ソ
連

が
あ

る
た
め
に
英
米
と

の

取
引
を
回
避
し

て
し
ま

っ
た
」
と
分
析

し
、

現
実
を
直
視

で
き

な

か

っ
た
U
本
外
交
を

7

・
n

山
金
一

著
片
と
語
る

「暗
闘
ー
ス
9
ー
リ
ン
.

ト
応
ー
マ
ン
と
目
本
降
伏
」

司
象

看
川
汗
総
務
部
長

河
野
通
和
中
央
公
論
覇
村
取
締
役

出
席

59
人

ア

ヘ
ン
中
毒

に
な
ぞ
ら
え

た
。

長
谷
川
教
授

の
日
に
、

日
本
外
交

の
お

め

で
た

さ

は
今

も

変

わ

っ
て

い
な

い
.

「
「
ア
メ
リ
カ
と

仲
良
く
し

さ
え
す
れ
ば
、

ア
ジ

ア
も
問
題

な

い
』

と

い
う

こ
と
は
な

い
。

ア
メ
リ

カ
も
深

い
と

こ
ろ
に
行
く
と

反
日
感

情
が
あ

る
」
と

強
く
警
告
し
た
。

近

頃

の
ア
メ
リ
カ
は
、
傲
慢
な
カ
ウ
ボ

ー
イ

の
よ

う
な

国

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

が
、
長

谷
川
教

授
に
言

わ

せ
る
と
、
原
爆

投
下
を

正
当

化

す
る

.
歴
史
認
識
〃
を
反

省
し
な

い
限
り

、
ア
メ
リ

カ
の

ユ
ニ
ラ
テ

ラ

ル
な
振

る
舞

い
は

改

ま

ら

な

い
そ
う

だ
。、
7
月

12
口
、
「
天
皇

ご
自

身
が
平
利

を
望

ん
で

い
る

」
と

い
う
東

郷
外
相

の
電

報
を

解
読

し

た

ア
メ
リ

カ
は
、
「
皇
室
維

持
」
を
盛
り
込

ん
だ
ポ

ツ
ダ

ム
宣
言
案
を

準
備
す

る
.、

と

こ

ろ
が

実

際

の
ポ

ツ
ダ

ム
宣
言
は

.無

条
件

降
伏

”

の
押

し

付
け

に
変
わ

っ

て
し
ま

っ
た
..
わ
ざ
わ
ざ

日
本
に
受
け
入

れ
ら
れ
な

い
内

容

に
し
た

の
は
な
ぜ
か
.

日
本

の

”
抱
否

”
に
よ

っ
て

「
原
爆
投
下

を

正
当

化
す

る

た
め
だ

っ
た

」.
戦
争
終

結

へ
の
ほ
か

の
道

は
閉
ざ

し
、
投
下
に
突

っ
走

っ
た

ア
メ
リ
カ
の
姿

を
長
谷
川
教
授

は
鮮

や
か
に
示
し

て
く

れ
た
.、

フ
ジ

テ
レ
ビ
出

身

松
浦

茂
長

山
ロ

仲
美

埼
玉
大
学
教
授

▼
日
本
語

の
歴

史

を

知
る
意
味

「
『H
本
語

の
歴

史
』
を
語
る
」
と

い
う

5
枚

つ
づ
り

の

レ
ジ

ュ
メ
が
配
ら
れ

て

い

た

.
岩
波
新
書

の
著
書
を
要
約
し
た
も

の

で
、
こ
れ
を
見

れ

ば

、
話
題

の
新

刊
を
読

了

し
た

の
と
同

じ

効

果
が
得
ら
れ
る
。
「本

日

の
話
」
と
し

て
、
誘
葉
が
注
目
を

集

め

る

の
は
ど
ん
な

時

か

?
な
ぜ
漢
字

が
読

め

な

い
か
?
口
本

語

の
歴
史
を
知

る
意

味

は

何

か
?
等

7
項

口

を

レ
ジ

ュ
メ
に
明

.小
し

て
あ

る
、
ま

こ
と

に
至
れ
り
尽
く

せ
り

の

著

者

で
あ
る
。

山

[
教
授
は
立

っ
た
ま
ま

、
大
学

の
講

義

並
み
の
レ
ク
チ

ャ
ー
を
し
て
く
れ
た

が
、

笑

み
を
た
た
え

て

ゆ

っ
く
り
と
歯
切

れ
よ

く

、
分
か
り
や
す

い
と
好
評

で
あ

っ
た
.

識
字
率
が
世

界

で
も
ト

ッ
プ
ク

ラ

ス
の

日
本

人
が
、
な
ぜ

漢
字
が
読
め
な

い
か
、

と

言
わ
れ
る
と

面

食

ら
う
。
で
も
、
行

火

・

暖
簾

・
炭

団
と
例

示

さ

れ

る

と

、
戦
前

の
暗

記
教

育
を
受

け

た
世

代

で

も

レ
一
つ
ざ
」

7

・
19

〔水
∀

著
者
と
語

る

「
日
本
語

の
歴
史
一

司
会

井
山
巾
美
委
員

出

席

65
人

に
は
書

け
な

い
。
大
学
生

で
は
ち

ゃ
ん
と

読
め

る
人

は
少
な

い
だ

ろ
う

。
ま
し
て
、

人
名

に
至

っ
て
は
読
み
方

が
多
岐

で
、
外

国
人
は

[
本
人
同
士
な

の
に
と
不
思
議
が

る
と

い
う

。
星
凛

(あ
か

り
)
、清
楓

(さ

や

か

〕、

聖
瑛

(あ
き

ら

)
と

な
る
と
、

名
付

け
親

と
本
人
し
か
読

め
な

い
に
違

い

な

い
.
音
と

訓
の
範
囲
内

で
名
付
け
を
行

お
う

、
と
著
者

は
提
唱
す

る

占

い
漢
字

カ
ナ
交
じ
り
文

の
1
例
と
し

て
挙

げ
た

『今
昔
物
語
』

の
引
用
は
、

女
袴

ノ
股
航

ヲ
引
開

テ
見

ス
レ
バ
、
股

ノ
雪

ノ
様

二
白
キ

ニ
、
少

シ
.而
腫
タ
リ
、

…
左
右

ノ
手

ヲ
以
テ
毛

ヲ
掻
別

テ
見
レ
バ

専

二
可
慎
キ
物
也
、

と

、
美
女
が
陰
部

の
腫
瘍

を
医
者
に
診

て
も

ら
う
情
景
が
ポ
ル
ノ
ま
が

い
に
描

写

さ
れ

て

い
る
.

こ
れ
は

日
本

記
者
ク
ラ
ブ

向
け

サ
ー
ビ

ス
と
か
.

パ

ソ

コ
ン
の
普
及

に
伴

い
字
が
書
け
な

く
な

っ
た
風
潮
も
、
質

疑

で
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
先

生

は
、時
代

に
逆

ら

わ
な

い
,
読

め
れ
ば

よ

い
し
、
パ

ソ
コ
ン

の
文
字
か
ら

選

べ
れ
ば

よ

い
」
と
達

観

し
、
「
日
本
語

の

歴
史

を
知

る
意
味
は
、
こ
れ

か
ら
の
日
本

語
を
ど

う
す

べ
き
な
の
か
を
知

る
時

の
指

針

に
な

る
」
と
著
述

の
狙

い
を
語

っ
た
。

東
京

新
聞
出
身

松
永

太

14:1
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ア
ン
ヘ
ル

・
グ
リ
ア

O
E
C
D
事
務
総
長

▼
デ

フ
レ
脱
し
た
日
本
経
済

2
0

0
6
年

O
E
C
D
対
日
経
済
審
査

報
告
書

発
表
の
た
め

に
セ

ッ
ト
さ
れ
た
記

者
会

見

。
グ
リ

ア
事

務

総
長

は
、
「
日
本

の

す
ば

ら
し

い
経
済

パ

フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
お

祝

い
を
申
し
あ
げ
た

い
」
と
切
り
出
し
た
,

18

カ
月
前

の
05
年

対

目
審
査

報
告

書

は
、

経
済
成
長
率

の
下
落
、
銀
行
貸
出
と

地
価

の
継
続
的
ド
落

、
正
規
雇
用
と
賃
金

の
減

少

な
ど
を
指
摘

、
ロ
本
経
済

が
1
9

9
0
年
代
初
頭
の
資

産
価
格
バ
ブ
ル
の
崩

壊

が
も

た
ら
し
た

「負

の
遺
産
」
に
取
り

付

か
れ

て

い
る
と
分
析

し

て

い
た
.

だ
が

、
グ
リ

ア
氏

は
、
今

や
日
本
は

「拡

大

局
面

の
強
さ
と
持

続
性

に
よ

っ
て
、
資

産
価

格

バ
ブ
ル
の
負

の
後
遺
症
を
ほ
ぼ
克

服
す

る

こ
と
が
で
き

た
」
「
『失
わ
れ
た

10

年
』

と
長
期
に
わ
た
る

デ
フ
レ
を
脱
却

し

た

」
と
言
明
、
日
本

経
済
を
賞
賛
し
た
。

そ
し
て
、

転
換
期
に
お

け
る
挑
戦
す

べ
き
課
題
と

し
て
、
①
ゼ

ロ
金
利
政
策

か
ら
の
脱
却

と
高
水
準

の

7

・
20

〔木

〕

記
者
会
見

司
会

中
ヰ
良

則
委
員

湧
訳

.幽
付
好
避

κ
野
理
恵

出
席

57
人

財
政
赤
字
か
ら

の
脱
却
と

い
う

「
二
重

の

出
U
政
策
」
②

地

域
貿
易
協
定
を

通
じ
た

貿
易
自
由
化

の
遅

れ
克
服
}

次
期

政
権

で

の
規
制
改
革
継

続

の
3
点
を
挙

げ
た
。

こ
れ
に
関
連

し

て
注
目
し
た

い
の
は
、

06
年
対
日
審
査

報

告
書
が
指
摘

し

て

い
る

日
本
経
済

の
陰

の
部
分
。
具
体
的

に
は
、

労
働
市
場

に
お
け

る
二
極
化

の
拡

大
だ
..

報
告
書

は
、
「
10
年

前
に
全

労
働

者

の
19

%
だ

っ
た
非

止
規

労
働
者

の
割
合

は
30
%

以
上

に
増
加

」

「
パ
ー
ト

タ
イ

ム
労

働
者

の
時
間
当

た
り
賃

金
は
.平
均

し

て

フ
ル
タ

イ

ム
労
働
者

の
40

%
に
す
ぎ
な

い
」
と
強

調
。
所
得
格

差
や

貧
困

の
拡
大

を
反
転
さ

せ
る
重
要
な

鍵
は

、
労
働
市
場

の
二
極
化

の
緩
和
だ
と
警

告

し
て
い
る
が
、

グ
リ

ア

氏

の
発
言

の
ト
ー

ン
は
、
ま

ろ

や
か
に
過

ぎ
た
気
も
す

る
。

グ
リ

ア
氏

は
、

事
務
総
長
選

挙

で
激
戦

を
勝
ち
抜

い
た

メ
キ
シ
コ
出
身

の
財

政

の

プ

ロ
。
財
務
相
時

代

に
は
、
豊

富

な
人
脈

を
駆
使
し
、
金
融

危
機
克
服
に
尽
力

し
た
。

50
回
以
上

の
訪

日
歴
が
あ
り
、
内
海
孚

、

行

天
豊
雄
各

氏
ら

日
本

の
歴
代
財
務
官
と

は
旧
知

の
仲
。
英

・仏

・
独

・
イ

タ
リ

ア

・

ス
ペ
イ

ン

・
ポ

ル
ト
ガ

ル
の
6
力
国
語
を

操
る
正
真
正

銘

の
国
際
人
だ
。

時
事
通
信
解
説

委

員

鈴
木

美
勝

額
賀

福
志
郎

防
衛
庁
長
官

▽
安

保

通

の
遅

咲

き
デ

ビ

ュ
ー

小
渕
内

閣
に
続
く

2
度

目

の
防
衛
庁
長

官

で
、
安
全
保
障

.分
野

の
第

一
人
者
だ
。

経
済
財

政
担
当
相

や
自

民
党
政
調
会
長
な

ど

の
要

職
も
歴
任

し
た

が
、
意
外
な

こ
と

に
日
本

記
者

ク
ラ
ブ

で
は
初
め
て
の
会
見

だ

っ
た
。
最
初

の
防
衛
庁

長
官
と
経
済
財

政
担
当
相

は

い
ず

れ
も

不
祥
事

の
責
任
を

と

っ
て
任
期
途
中

で
辞
任

。
そ
う
し
た
巡

り
合
わ

せ

の
悪
さ

も
あ

っ
て
、
当
ク
ラ
ブ

へ
の
遅

咲
き

デ
ビ

ュ
ー
と
な

っ
た
。

本
来

は
7
月
5

日

に
昼
食
会
が
チ
定
さ

れ

て

い
た
。
し
か

し
北
朝

鮮

の
ミ
サ
イ

ル

発
射
と

重
な
り
、

2
週

間
余
り
後
に
よ
う

や
く
実

現
し
た
。

こ

の
間

に
国
連
安
全
保

障
理
事

会

で
の
北

朝
鮮

決
議

や
イ
ラ
ク
か

ら

の
陸

上
自
衛
隊

撤
収

な
ど

の
動
き

が
あ

っ
た

。

ク
ウ

ェ
ー

ト
で
自
ら

陸
自
隊
員
を

出
迎
え

た
直
後

の

登
場
と
な

り
、
結
果
的

7

・
21

町金

〕
昼
食

会

司
会

島
川

洋

.
理
事

影
山
H
出
夫
委

員

出
席

鵬
人

に
は
絶
妙

の
タ
イ

ミ
ン
グ
と
な

っ
た
..

産
経
新

聞

の
記
膏
出
身
な

の
で

「
先
粥

の
み
な
さ
ん

の
前

で
講
演

で
き

る

の
は
光

栄

一
と

い
う
あ

い
さ

つ
で
始
ま

っ
た
、
イ

ラ
ク

へ
の
自
衛

隊
派
遣
、
北
朝

鮮

の
ミ
サ

イ
ル
問
題
、
在

日
米
軍
再
編
と

い
う
.一.
つ

の
重
要

テ
ー

マ
を

て

い
ね

い
に
説
明
し
、

口
米
同
盟

の
重

要
性
を
力
説
し
た

米
軍
普

天
間

基
地

の
キ

ャ
ン
プ

・
シ

ュ

ワ
ブ
沿
岸

部

へ
の
移
設
計
画

で
決
め
手
と

な

っ
た
滑
走
路

を

V
字
形
に
す

る
構
想

に

触

れ

「夜

中

に

ひ
ら
め
い
た
.、
2
本

の
滑

走
路
を
造

っ
て
住

居
の
上
空
を
飛
ば
な

い

よ
う
に
し
よ
う

と

思

っ
た
」
な
ど
と
、

エ

ピ

ソ
ー
ド
を
交

え

た
話
し
ぶ
り
は
わ

か
り

や
す
か

っ
た
。

在
任
期
間
が
異
例

の
4
年

目
に
人

る
守
屋

事
務
次
官

の
人
事

に

つ
い

て

「弊
害
は

な

い
の
か
」
と

い
う
意
地
悪

な
質
問

に
も

正
面

か
ら
答
え

て

い
た
。

会
見

の
日

の
夜

に
福
田
康
夫

.兀
官
房

長

官
が
総
裁
選

不
出

馬
を
表
明
。
安
全
保
障

分
野
に
絞

っ
た
会

見
だ

っ
た
が
、
話

題
性

か
ら
か
、
質

問

に

=
言
答
え
た
だ
け

の
「
こ

れ
か
ら
続

々
と

(候
補
者
が
)
出

て
く

る

の
で
は
な

い
か

」
と

い
う
発
言

が

ニ
ュ
ー

ス
で
多
く
取

り

上
げ
ら
れ

て

い
た
。

日
本
経
済

新

聞
編
集
委
員
兼
論

説
委

員

西
田

睦

美

〔5}
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杉
浦

正
健

法
相

▼

「社

会
奉

仕

命

令
」
導

入

に
意

欲

受
刑
者

ら

に
懲

役
や
禁
固
刑

の
代

わ
n

に
、
ご
み
拾

い
な

ど
を
科
す

「
社
会
奉
什

命
令

」
、.
欧
米

で
は
定

着
し

て

い
る

が
、

日
本
で
は
な
じ

み

の
な

い
拘
禁
制
度

が
折

い
将
来
、
導

入
さ

れ
る
か
も
し
れ
な

い
。

こ
の
新
制
度

が
法

制
審
議
会

〔法
相

の
諮

問
機
関
)
に
諮
ら

れ
る
2
日
前

、

タ
イ

ミ

ン
グ
よ
く
昼
食

会

が
開
か
れ
た
.
本
人

の

日
か
ら
制
度

の
狙

い
を
聞
く
、
絶
好

の
機

会
と
な

っ
た
、

「
国
際
的

評
価

の
高

か

っ
た

日
本

の
安

全
神
話
は
、
今

や
崩
壊
し

つ
つ
あ

る
,
古

き
よ
き
時
代

の
こ
ろ
の
ま
ま
で
対

応
し

て

き
た
も

の
を
、

根

本
か
ら
改
め

た

い
」
。

就
任

か
ら

9
カ
月
。
弁
護
士
出
身

だ
け

に
、

今

の
法
務
行

政

の
行
き
詰
ま
り
を

強
く
感

じ
る
機
会
が
多

い
よ
う
だ
。

7

・
24

ρ月
〕

昼
食
会

司
会

石
甘
英
.
一郎
理
事

菅
沼

堅
菖
委
員

出
席

融
人

中

で
も
深
刻
な

の
が
、
全
国

の
刑
務
所

が

陥

っ
て

い
る

「過

剰

収
容

問
題
」
。
全

国

の
刑
務
所

の
収

容
率

は
、
昨
年
末
時
点

で
l

1
6
%
.
拘

置
所

な
ど
を
含
め
た
刑

事
施
設

全
体

で
も

1
0
4
%

の
定
員
オ
ー

バ
ー
に
な

っ
て

い
る
.

こ

の
問
題

の
打

開
策

と
し

て
、
法
相
が

導
入

に
意
欲
を
示

し
て

い
る

の
が
社
会
奉

仕
命
令

だ
..
「
〔犯

罪

の
)
ま

っ
た
く

の
素

人
は

、
最
初
か
ら

刑
務
所

に
人
れ
る
の
で

は
な
く

、
奉
仕
活

動
を

や

っ
て
も
ら
う
」
。

道
路
交

通
法
違
反

な
ど

比
較
的
軽

い
刑
を

受

け
、

更
生
意
欲

が
認

め
ら
れ
る
者
が
対

象

に
な

り
そ
う
だ

..

質
疑

で
は
、
保

護
観
察
官

の
大
幅
増
員

を
目
指

す
法
務
省

の
方
針

に

つ
い
て
、
「
国

家
公
務

員

の
人
員

削
減

が
叫

ば
れ
て
い
る

中
、
果

た
し
て
実

現
可
能

か
?
」
と
迫
る

質

問
も

あ

っ
た
。

法
相

は

「国
民

の
治
安

に
直
結
す
る
部

分
は
増

員
せ
ざ
る

を
得
な

い
」
と
強
調
す

る

一
方

、
「保
護

観

察
官

の
在
り
方

に

つ

い
て
は

批
判
も

強

い
。、
〔改

革
な

し
に
)

今

の
ま

ま
増
や
し

て
も
、

ゼ

ロ
を
掛
け
て

も

ゼ

ロ
に
し
か
な

ら
な

い
」
と
苦
三
口も
。

率
直

な
発
喬

に
、
会

場

に

い
た
法
務
省
職

員

は
肝
を
冷
や
し

た
に
違

い
な

い
。

東

京
新
聞
社
会

部

鬼
木

洋

「

ア
フ
タ
ブ

・
セ
ッ
ト
元
駐
日
イ
ン
ド
大
使

▼
東

ア
ジ

ア

の

和

解

と
靖

国
参

拝

イ

ン
ド
外
交

官

と
し

て
外
務

省

ス
ポ
ー

ク

ス
マ
ン
、
駐

日

イ
ン
ド
大
使

な
ど
を

歴

任
し
、
現
在

は
慶

応
大
学
教
授

。
ポ

ジ
シ

ョ
ン
は
違

っ
て
も

、
知
的
で
ウ
イ

ッ
ト
に

富
む
弁
舌

は
健
在

で
あ
る
。

「
小
泉
首
相

の

靖
国
神
社

参
拝

を

ど

う

考
え
る
か

」
の
問

い
に
、
神
社

遊
就
館

に

写
真
が
飾
ら

れ

て

い
る
3
人

の
イ

ン
ド
人

の
紹
介

か
ら
切

り

出
し
た
。

円
本

の

ア
ジ

ア
主
義
者

に
庇
護

さ
れ
た
ラ
ス

・ビ

ハ
リ
・

ボ
ー

ス
、

目
本

軍

の
後
ろ
盾

で
イ

ン
ド

国

民
軍
を
率

い
た

ス

バ
ス

・
チ

ャ
ン
ド

ラ

・

ボ
ー

ス
、
東
京
裁

判

で
被
告
全
員

無
罪
を

主
張
し
た

ラ
ダ

ビ

ノ
ッ
ド

・
パ
ル
判
事

で

あ
る

、
そ
れ
ぞ

れ

ど

の
よ
う
な
思

い
入

れ

か
ら
H
印
関
係

の
貢
献
者
と
さ

れ

て

い
る

か
を
説
明
し
、

パ

ル
判
事

に

つ
い
て
は

H

本

軍
無
罪

論

で
な

い

こ
と
を
強

調

し
た
..

そ

し

て
、

「
彼

ら

の

写
真

が
神

社

に
飾
ら

れ

て

い
る

了

24

〔旦

シ
リ
ー
ズ

在
H
外
国
人
の
み
た
小
・泉
政
権
5
年
-

.猷

.

司
会

葎
名
幹
男
委
員

通

訳

池

田
薫

出
席

52
人

の
と

、
A
級
戦
犯
が
合
祀

さ
れ

て
い
る
の

は
別

の
こ
と
で
あ
り
、
混

同
し

て
は
な

ら

な

い
」

と
述
べ
、
著
名
な

イ

ン
ド
人
が

日

本

の
戦
争
責
任
否
定

や
、
合

祀
正
当
化

の

論
調

に
利
用
さ
れ

て

い
る
現
象
に
批
判
的

見
方
を

示
し
た
。

そ

の
う
え

で
、
昨
年

5
月

に
モ
ス
ク
ワ

で
開

か
れ
た
対
独
戦
勝

60
周
年
記
念
式
典

な
ど

に
各

国
指
導
者
が

一
堂

に
会

し
た

こ

と
に
触

れ
、
勝
者
と
敗
者

が
和
解
す
る
大

切
さ

を
訴

え
た
。
「
そ

の
よ
う

な
和
解

が

東

ア
ジ

ア
で
は
達
成
さ
れ

て
い
な

い
事
実

を
、

日
本

の
指
導

者
が
靖

国
参
拝
を
す

る

か
ど

う

か

の
判

断

の
要

因

に
す

べ
き

で

す

」
と
、
韓
国

・
中
国

の
指

導
者

や
天
皇

が
合

同

で
靖
国
参

拝

で
き
な

い
現
状
を
招

い
て

い
る
政
治

に
疑
問
を
呈

し
た
.

こ

の
ほ
か
口
本

の
政
治
家

や
メ
デ
ィ
ア

に
は
び

こ

っ
て
い
る
、
中
国

の
脅
威
に
対

す

る
牽
制
を
狙

っ
て
イ

ン
ド
を
重
視
し
よ

う
と

い
う
短
絡
的
議
論

に
関

し
て
は
、
冷

戦

が
生

み
出
し
た
封

じ
込

め
外
交
が
グ

ロ

ー
バ

ル
社
会
で
は
時
代

遅
れ

で
し
か
な

い

と
指
摘

し
た
。
中
印

関
係
改
善

の
動
き

に

も

言

及
し
、
「
イ

ン
ド
も

中

国
も
封
じ
込

め

る
に
は
あ
ま
り

に
大

き
す
ぎ
ま
す
」
と

ユ
ー

モ
ア
で
と
ど
め
を

刺
し

た
。

毎

日
新
聞
出
身

川
西

和
夫

16}
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重
村

智
計

早
稲
田
大
学
教
授

▼

こ
れ

が
ミ

ス
タ

ー

X
で

す

何
を
考
え
、
ど
う

動

く
か
、
予
測
が

つ

か
な

い
北
朝
鮮
、
あ

ち

こ
ち
に
.張
り
巡

ら

し
た
ネ

タ
.兀
か
ら
意

外

な
事
実
を

い
ち

は

や
く

つ
か
む
.
そ

の
ヒ

で
、
わ
か
り
や
す

く
説
明
す

る
。
大
学

教
授

に
な

っ
て
か

ら

も
、

こ

の
.
一
つ
の
力

を
兼

ね
備
え
た
根

っ

か
ら

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
が
暇
村
智
計

さ

ん
だ
。

6
月

に

『外
交
敗

北

日
朝
首
脳
会
談

と

目
米

同
盟

の
真
実

』

〔講
談
社

〕
を
出

版
し

た
ば
か
り
だ
,
研
究
会

で
は
、

い
き

な
り
、

本
の
カ
バ
ー

に
使

わ
れ
た
2
0
0

2
年

9
月
17
日

の
日
朝

首

脳
会
談

の
写
真

を
示

し
て
「
こ
れ
が

ミ
ス
タ
ー
X
で
す

」.

八
A
談
冒
頭

の
写
真
氾諏
影
叩が
終

わ
る
時
、
金

正
日
総
再
記
と
並

ん

で
座

ろ
う
と
し
た
人

物
が

い
た
.
そ
れ
こ
そ

が
、
口
本
外
務
省

が
交
渉

ル
ー
ト
と

し

て
頼

っ
た

ミ
ス
タ
ー

X
だ
、
と

い
う

、
通

訳

の
隣

の

席
に
メ
モ

用
紙
と
鉛

筆
が
置

か

れ
て

い
る

の
に
、
最

7

・
28

・金

一

シ

リ

ー

ズ

ー
北

朝

鮮

一

臣

司

会

中

壇

良

則
委

員

出

席

㎜

人

初
は
だ
れ
も

座

っ
て
い
な

い
.
写

真

に
は

写
り
た
く

な

い
人
物

だ

そ
ん
な

疑
問
を

き

っ
か
け
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
情

報

を
組
み

疏
て
、
「
国
家

安

全
保
衛
部
第

一
副

部
長

一

と
突
き
止

め
た

経
緯

を
説
明
し
た

.

世
界
を
驚

か

せ
た
ミ
サ
イ
ル
発

射

に

つ

い
て
は

「
軍
・部

の
暴

走
と

い
う

よ
り
、
軍

部
の
意
向

逓
り

.
先

軍
政
治

と

は
事

実
」

の
ク
ー
デ
タ

ー

だ
」
。
小
泉

首

相

の
評
価

は

「
核
問
題
と

拉
致

問
題
を
解

決

す
れ
ば

国
交
正
常

化
交

渉

が
で
き
る
と

(北
朝
鮮

に
対
し

)
踏
み

込

ん
で
い
れ
ば
、

暦
.史
的

な
成
果
に
な

っ
た
か
も
し
れ
な

い

一.

さ
ら
に
金

総

書
記

の
後
継
者

聞

題

で
は

、
(金
総
書
記

は

)
自

分
の
死
後

、
自

分
を

舎
定
さ
れ
な

い
よ
う

に
し
た

い
は
ず

.
金

日
成
も
だ

か
ら

息
f
を
後
継
者

に
し
た
。

だ
が
、
後
継

者

問
題

は
棚
ヒ
げ

に
な

っ
て

い
る
」
と
語

り

、
集

団
指
導
体

制

へ
の
移

竹
と

い
う
見
方

を
指
摘
し
た
。

中
国
と
韓

国

は
北
朝
鮮
の
現
状

維
持
を

最
優
先
し
、
体

制

崩

壊
を
防
こ
う

と

す
る
,

米
国
は

レ
ジ
ー

ム

・
チ

ェ
ン
ジ

(政
権
変

史
)を
選
択

肢
か

ら
決
し
て
除
外

し
な

い
。

で
は
U
本

の
対

北
基

本
戦
略

は
ど

こ
に
あ

る
の
か
、
ポ

ス

ト
小
泉

の
難

問
だ

、

毎
日
新

聞
論

説
委

員

中

井

良
則

謎
会

議
報
告
醸

第

脳
回

会
報
委

員
会

【7

・
7

ゴ
ー
ル
ド
ル
ー
ム
)

8
月

号
、
9
月
ロゲ
の
編
集

に

つ
い
て
協

議
し

た
.、

出
席

住
田
委

員
長
、

.右
旧
、
伊
藤
、
仙

石
、
高

僑
、
松

本

の
各

委
貝

.

第

冊
回

施
設
運

営
委
員

会

肯
'
・
1ー

シ
ル
バ
ー
ル
ー
ム
)

5
、
6
11
の

ア
ラ

ス
カ
売

ヒ
と
貸
室

利

用
状

況
を
事
務

局
か

ら
報
貯

し
た
後
、

9

月
中
旬

に
ラ
ウ

ン
ジ

の
電
話

ブ
ー
ス
の

.

部
撤
去

・
改
修

工
事

を

行
う

こ
と
を
決
定

し
、

理
事
会
に
L
申

し
た

、

こ
れ
は
喫
煙

室
新
設

で
設
置
場
所

が
な

く
な

っ
た
C
S

モ

ニ
タ
ー

テ
レ
ビ
を
そ

こ

へ
配
置

し
、
若

十
手

狭

に
な

っ
た
ラ
ウ
ン

ジ

の

ス
ペ
ー
ス
を
わ
ず

か

で
も
確
保
す

る

た
め

の
も

の
.

携
帯
竃

話

の
普
及
で
利

用

が
激
減

し
た
電

話
ブ

ー

ス

【全
部
で
4
ブ

ー

ろ

を
ー
ヵ
所
だ
け

残
し

て
空

い
た
場

所

に

モ

ニ
タ
ー
3
台
を

設
置

し
、
新
聞
閲

読
な
ど

の
ス
ペ
ー

ス
と

し

て
も
有
効
利
用

す
る
.

出
席

ヒ
滝
、

加
藤
、

阿
部

、
梅
田
、
池

浦

の
各

委
員
、

第

脚
回

会
員
資

格
委

員

会

(
7

・
13

小
会
議
室

)

ド
記

の
委
員

交
代
を

紹
介

し
た
後
、

8

月

-
日
付

の
会

員
入
退

会
を
審
議
し
、

理

事
会

に
答
申
し
た
.

共
同
通
信

社

奥
野
知
秀
氏

か
ら

二
藤

部
義
入
編

集
局

次
長

N
H

K

藤
森

隆
行

氏

か

ら
今

井

環
報
道

局

編

集
主

幹

・
取
材

セ

ン
タ
i
長

フ
ジ

テ
レ
ビ

山
本
之

聞
氏

か
ら
柿
原
理

一
郎
報
道
局

解
説
委
員

長

出
席

伝

川
、
泉

、
.
、藤
部
、
今
井

、
姉

原
、
r
藤

の
各
委

員
.

第
鰯
回
企

画
委
員

会〔7

・
M

大
会
議
室

〕

左
記
の
委

員
交

代
を
委
員
長
が
紹
介

し

た
後
、

9
月

の
自

民
党
総
裁
選
立
候
補
者

に
よ
る
討
論

会

に

つ
い
て
協
議

し

、
進

め

方
や
担
当
委

員

な
ど
を
決
定
し
た
.
今
後

の
ゲ

ス
ト
候
補

や
研
究
会

テ
ー

マ
な
ど
に

つ
い
て
も
意

見
を

交
換
し
た

.

時
事
通
信

社

稲
田
好
美
氏
か

ら
田
崎

史
郎
解
説

委
員

長

テ
レ
ビ
朝

日

角

南
源

五
氏

か

ら
芋
原

一
善
報

道
局
次
長

拒
報
道
企

画
部

長

出
席

宇
治

委
員

長
、宮
田

(謙

)
、
石
井
、

中
井

〔良

〉
、
脇
、
田
崎
、
菅
沼

、
影

山
、

飯
野
、
井

田
、
芋

原
、
広
瀬
、
鳥
居
、

一一、

好

の
各
委
員

。

第
御
回
理
事

会

(書
面
)

.
、役
員

の

一
部

交
代

(19
ペ
ー
ジ

別
掲

〕

を
～
承

し
た
.、

.
、
施
設

運
営
委

員
会
か
ら
提

案

の
あ

っ

た

ラ
ウ
ン
ジ
電
話

ブ
ー
ス
の

一
部
撤
去

・

改
修
L
事
を

了
承

し
た
.

1:71
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孔
子
孟
子
の
末
喬
を
訪
ね
た
頃

中
国

・
山
東

省
と
台
湾

世

の
中

に

「
孔
子

の
○
○
代

に
当

た
る

f
孫
」
「孔

子

の
直
系
、
第
○
○

代
末
商

」

と
称
す
る
人
は

い
く
ら

で
も

い
る
,

中
国

大
陸
だ
け

で
も
、
孔
と

い
う
姓

の
入
は
少

な
く
と
も

20
数
万
人
は
お
り
、
そ

の
ほ
と

ん
ど
が
孔

子

の
f
孫
を
自
称

し

て

い
る
.、

「
我

こ
そ

は
孔

子

の
直
系

」
と

自

称
す

る

人
は
H
本

に
も

い
る
し
、
韓
国
、

ア
メ
リ

カ
な
ど
、

そ
れ

こ
そ
匠
界
各

地

に

い
る
よ

う
だ
。

し
か
し
、
孔
子

.
族

の
本
家

の
主

と
な

る
と
世
界

に

1
人
し
か

い
な

い
。

そ

の
人

こ
そ
、
孔

子

η
代

の
孔
徳
成

さ

ん
で
、
現

在
台
湾
に
住
ん

で

い
る
、

孔
子
は
今

か
ら

2
5
0
0
年

ほ
ど
前

の

中
国
春
秋

時
代

の
人

で
、
孔
子

の
2
0
0

年
ほ
ど
後

に
、
孟
子
が
現
わ
れ
た

、
孟
f

の
家
系
も
連

綿
と
続

い
て
現
代

に
至
り
、

孟
子
本
家

の
主
、
孟
子
75
代

の
孟
祥
協

さ

ん
も
台
湾
在
住

で
あ
る

、

高
橋

茂
男

孔

子

の
故
郷

、
中
国

山
東
省

の
曲
阜
県

(今

の
曲

阜
市
)
を
初

め
て
訪
れ
た
の
は
、

北
京
特

派
員
当

時

の
1
9
8
0
年

の
こ
と

だ

っ
た
。
文
化

大
革
命

が
終
息

し
て
間
も

な

い
頃

で
、
孔

子

.
族

の
墓
所
で
あ
る
孔

林
な
ど

に
は
紅

衛
兵

に
よ
る
破
壊

の
爪
痕

が
生

々
し
く
残

っ
て

い
た
し
、
文
化
大
革

命

の
中

で
旧
思

想

の
代
表

と
し
て
批
判
に

さ

ら

さ

れ
た

孔

チ

と

そ

の
教
え

11
儒
教

は
、
未

だ
完
全

に
は
復
活

を
遂
げ
て
い
な

か

っ
た
,
当
時

、
曲
阜

の
人

口
50
万
人
の

う
ち

10
万
人
が
孔
姓
を
名

乗

っ
て
い
た
。

孟

子

の
故
郷

、
郷
県

(今

の
郡
城
市

)

は
曲
阜

の
南
隣

に
あ

る
。

81
年

晩
秋
に
訪

れ
た
時

、
孟
r

廟
と
孟

子
本
家

の
主
た
ち

が
代

々
住
ん
で
き
た
孟
府

は
、
全
体
に
里
…

つ
ぽ

い
色
調

で
、
「
墨

絵

の
世
界
」
を

思

わ
せ
た

.
広
大

な
孔
子
廟

の
建
築
群
が
黄

色

に
輝

く
莞
、

朱
色

の
壁

と
柱

で
キ
ン
キ

ラ
キ

ン
の
印
象

だ

っ
た

の
に
対
し
て
、
子
皿

子
ゆ
か
り

の
建
物

は
ち
ん
ま

り
と
し

て
、

い
か

に
も
渋

か

っ
た
。

曲
阜

と
郡

を
訪

問
し
て
分

か

っ
た

こ
と
は
、

孔
孟

一

族

の
本
家

の
主
た

ち
は
ど
ち

ら
も
、

1
9
4

9
年

蒋
介

石
と
共

に
台
湾

に

渡

っ
た
ま
ま
戻

っ
て
き
て
い
な

い
と

い
う

こ
と
だ

っ
た

.

そ
し

て
、
孔
子

77
代

の
孔

徳
成

さ
ん
と

孟

f

74
代

の
孟

繁

騨

さ

ん

は
、

い
ず
れ
も

台

湾

で
健
在
で
あ

る
と
教

え
ら
れ
た
..
そ

れ
以
来
、
台
湾

に
行

っ
た

ら
孔
孟

の
子
孫

を

訪
ね
よ
う
と
思

っ
て

い

た
が
、
あ

の
頃

の
中
台
関
係
は
今

と
違

っ

て
、
中
国
大
陸

か
ら
台
湾
に
行
く

こ
と
は

事
実
ヒ
.不
可
能

だ

っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、

機
会
が
な

い
ま

ま

に
13
年
が
過
ぎ

て
し
ま

っ
た
.

香
港
特
派
員

に
な

っ
た
94
年

、

私

が
初

め
て
台
湾

の
土

を

踏

ん
だ
時
、
孟

繁
験
さ

ん
は
す

で
に

こ

の
世

に
は
な
く
、

子
息
が

あ
と
を
襲

っ
て

い
た
.、
即
ち
、
孟

子

75
代

の
孟
祥
協

さ
ん

で
あ
る
。

*

*

*

.血
祥
協

さ
ん

は
、
台
北
市
郊

外

で
ひ

っ

そ
り
と
暮

ら
し

て

い
た
。
賑
や
か

な
市
場

か
ら
ち

ょ

っ
と
横
道

に
入

っ
た
、
と
あ
る

ア
パ
ー
ト

の
3
階
が
住

ま

い
で
あ
る
。
観

音
開

き

の
門
扉
を
開
け

て

ア
パ
ー
ト
に
入

る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
な

い
。
祥
協
さ
ん

は
白

の
開
襟
シ
ャ

ツ
に
痩
身

を
包
み
、
布

靴
を
履

き
、
は
に
か

ん
だ

よ
う
な
表
情
で

私
を

中

に
案
内

し
て
く

れ

た
.

独
身

を
通
し
て
き

た
祥
協

さ
ん
は
ひ
と

り
暮

ら

し
の
せ

い
か

、
部
屋

に
家
庭

の
匂

い
と

い

っ
た
も
の
は
乏

し

か

っ
た
.
居
間

で
目

に
入

る
も
の
と

い
え
ば

、
壁

に
掛

け

ら
れ

た
陳
立
夫

(蒋
介

.b

の
側
近
)

の

「

対

の
書

、
違

い
棚

の
上

の
孟

f
像
、
そ
れ

に
碁
盤

の
置
か
れ
た
小

テ
ー
ブ
ル
く
ら

い

の
も

の
だ

っ
た
。

祥
協

さ

ん
の
職
名

は
「
亜

聖
奉
祀
官
」
、

亜
聖

こ
と
孟
f
を
祀

る
行
事

を
と
り
行
う

匿
襲

の
公
務
員
で
あ

る
。

サ

ラ
リ
ー

マ
ン

の
よ

う

に
毎

日
出

勤

す

る
必
要

は
な

い

し
、

生
活

は
台
湾

の
政
府

が
保
障
し
て

い

る
。

こ
の
よ
う
に
書
く

と
、

結
構
な
ご
身

分
と

い
わ
れ
そ
う
だ

が
、

そ
う
と
ば
か
り

も

い
え
な

い
よ
う
だ
。

聖

人

の
末
商
に
相

応

し

い
身

の
処
し
方
を

求

め
ら
れ
る
し
、

他
人

に
後

ろ
指
を
さ

さ
れ

る
よ
う
な
振
る

舞

い
は
無
論
で
き
な

い
。
白

ず
と
、

つ
き

合
う
範

囲
も
限
定
さ

れ

て
し
ま

い
、
世
間

と
あ

ま
り

つ
き
合
わ
ず

に
暮

ら
す
よ
う
に

な

る
。

生
き
て

い
く

上

で
、

窮
屈
な
こ
と

が
少

な
く
な

い
よ
う

だ
..

趣
味

は
囲
碁

で
、

口
本

で
活
躍
し
て

い

〔8〕
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る
E
立
誠
9
段
は
、

小
さ

い
時
、
祥
協

さ

ん
に
碁

の
ア
ほ
ど
き

を
受
け
た
ひ
と
り
だ

と

い
う

*

*

*

.流
f
直
系
を
売

り
物

に
す
る
孟
蒙
と

い

う
名

の
画
家
が
、
山
東

省
か
ら
香
港
に

や

っ

て
き

て
個
展

を

開

い
た

こ
と

が
あ

っ

た

.
香
港
各
紙
は
=
血
子

73
代
直
系

来
る

一

と
書

き
た
て
た
、
子
吼
蒙
氏
は
香
港

マ
ス

コ

ミ

の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

を
通
じ

て
、
文
盲

が

少

な
く
な

い
と

い
わ

れ

る
大
陸
の
孟
r

の

子

孫
た
ち

の
た
め

に

「
孟
f
基
金
会
」
を

作

り

た
い
と
提
案

し

、

一
族

の

「
総
締
」

と
仰
ぐ

祥

協

さ

ん

に
協

力

を

求

め

て
き

た
,驚

い
た

こ
と

に
、
祥
協
さ

ん
は
.流
蒙
氏

を

コ
73
代

直
系

」
と

は
認
め
ず

、
相
予
に

し
な
か

っ
た

.

・血
蒙
氏
が
認

め

て
も
ら
え

な
か

っ
た

ワ
ケ

は
、
名
前

の
漢

字

に
あ

っ

た
.
.㎡
～

一
族

に
は

「
.直
氏
輩
系

表
」
と

い
う
も

の
が

あ

り
、
は
る
か
先

の
1
0
5

代
ま

で
、
代

ご

と

に
男
.r
の
名

前

に
使
う

漢
字
が
決
め

ら

れ

て
い
る
.
そ

れ

に
よ
れ

ば
、
73
代
は

「
慶
」
で
あ
り
、
系

図
に
は

73
代
と
し

て
慶

桓
、
慶
業

の
2
入

の
名
前

が
載

っ
て

い
る

一、
73
代
直
系
を
名

乗
る
か

ら
に
は
名

前

に

「慶
i

の
字
が

付

い
て
い

孟子75代 孟祥協 さん(左)と 筆者1994年12月

台北郊外の孟祥協 さんの自宅で

る
は

ず

で
、

こ
れ
が

な
け
れ
ば

直
系

と
認
め
る
わ
け

に
は

い
か

な

い
、
と

い
う

の
が

祥
協
さ
ん

の
論

法

で
あ

っ
た
.

*

*

*

孔

r

の
}11
代
と

い
え
ば
、
閑

静
な

住
宅
街

の
奥

ま

っ
た

.
角

に
住

ん
で

い
る
も

の
と
、
私
は

勝
手

に
思

い
込
ん

で

い
た
が
、

台

北
南
郊

の
住
ま

い
を
訪
ね
て

み
る

と
、
そ

の
思

い
は
裏
切
ら

れ

た

..
孔
徳
成
さ

ん
は
交
通
量

の
多
.い
大
通
り

に
面

し
た
高
層

ア
パ

ー
ト
に
夫
人
と

娘
さ
ん
、

そ

れ

に
お
手
伝

い
さ

ん
と

.
紺

に
住

ん

で
い
た
、

1

9
2
0
年

生
ま

れ

の
徳
成
さ
ん
は
す

で
に
政
府

の
役

職
を

退
き
、
大
学
で
中

国

の
占

典
を
教
え

て

い
た
.
温
和
な
学
者

と

い

っ
た
印
象
を

受
け

た
が
、
人
に
会
う

の

は
あ
ま
り
お
好

き

で
は
な

い
よ
う
だ
、、
H

本

贔
屓

で
、
坐

骨
神

経
痛
を
患
う
前

は
し

ば
し

ば
訪

U
し

た

こ
と

が
あ
り
、
「
神

保

町

の
古
詐
店
街

が

.
番
好
き
だ
な
.
銀
座

も

よ
く
散
歩

し
た
な

あ
」
と

い
ッ
て
懐

か

し
が

っ
た

銀

座

の
街
角

で
、
ベ
レ
ー
帽

を

頭

に
載

せ
た

老

紳

L

と
す

れ
違

っ
て

も

、

こ
の
入
が
孔
f

の
π
代
と
気
付

い
た

入

は
ま
ず

い
な

い
の
で
は
あ

る
ま

い
か

、

趣
味

は
読
書

、
と

い
う

よ
り
読
書

が
生

活

そ

の
も

の
に
な

っ
て

い
る
よ
う
だ
、

部

屋

の
至

る
と
こ

ろ
に

『
四
庫
全
占
補
.止

…

な

ど

の
占
書
が
積

み
ト
げ

ら
れ

て
い
た

、

散
歩

と
読
書
の

ほ
か

に
、
人
生
.の
楽

し
み

は
何

か
と
問
う

た
と

こ

ろ
、

も

と
も

と

煙

草
を
吸

っ
て

い
た

の
で
す

が
、
10
年
前

に
や

め
ま
し
た

」
と

の
答
え

が
返

っ
て
き

た

。

*

*

*

台

湾

の
人
た

ち
が

大
陸

に
住
む
親
族

を

訪

問

で
き
る
よ
う

に
な

っ
て
ほ
ぼ
20
年

に

な

る

が
、
孔
徳

成
さ

ん
も
孟
祥
協
さ
ん
も

一
度
も
試
み
た

こ
と

が
な

い
、
共
産
党

の

支

配
を
逃
れ
る
形

で
台
湾

に
渡

っ
て
半

世

紀

あ
ま
り
、今

の
中

国
大
陸

に

つ
い
て
は
、

2
人
と
も

;
.口
い
難

い
」
と

し
て
多
く

を

語
ろ
う
と

は
し

な

い

募
る
望

郷

の
念
を

抱
き
な

が
ら
、

2
人
と
も
大
陸

へ
の
旅
行

申
請
を
見

送

っ
て
き
た

の
は
、

た
と
え

.

時
帰
国

に
せ
よ

、
中
国
が
彼

ら

の
帰
国
を

政
治
的

に
利
用

し
よ
う
と
し

て

い
る
こ
と

を
知

っ
て

い
る
か
ら
だ
ろ
う
.

「
そ

れ
に
、

申
請
し

た

こ
と

が
分
か

っ
た
ら
、
台
湾
を

棄
て
て
大

陸

へ
帰

っ
て
住
む
気

か

、
と
台

湾

の
新

聞
は
書

く

で
し
ょ
う

薩

か
れ
た

ら
大
変

で
す

か
ら

と
祥
協

さ

ん
は
語

っ

た

こ
と

が
あ

る

孔
.孟
の
末
綺

に
、
先
祖
が
残

し

た
数
多

い
教
え

の
中

で
、
現
代
社
会

に

.
番

必
要

と
思
わ

れ
る
も

の
を
ひ
と

つ
だ
け

挙
げ

て

欲
し

い
、
と
同

.
の
質
問
を
し
た

こ
と
が

あ
る
、

孔
・r
胃
代

の
答
え
は
「
己
所

不
欲
、

勿
施
於

人
」

〔自

分
が
し

て
欲

し
く
な

い

と
思
う

こ
と

は
、
他
人
に
し

て
は

い
け
な

い
〕
、.五
f
75
代

の
答
え
は
[
人
有

不
為
也
、

而
後
呵

以
有

為

」

〔し

て
は
な

ら
な

い
こ

と
を
わ
き

ま
え

て
こ
そ
、
人
は

や
る
べ
き

こ
と
を

や
り
遂
げ

ら
れ
る
)

で
あ

っ
た
.

「得
手

勝

手

の
ま
か
り

通
る

社

会
」
と

い
う
点

で
、
孔
孟

の
時
代
も

現
代
も
あ
ま

り
違

い
は
な

い
よ
う
だ
。

た
か

は

し

・
し

げ

お

1

9

4
2

年

生

ま

れ

69
年

日

本

テ
レ
ビ

入
社

北

京

支

局

香

港

支

局

解

説

室
な

ど
を

経

て

02
年

退
祉

現

在

文

化
女

r
大

学

教

授

北

京

外

国

語

大

学

客

員
教

授

著

書

に

『
大

陸

・
台

湾

・
香

港
」

『香
港

返

還
』

戸共

箸

}

な
ど

〔91
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聞
き
な

れ
な

い
電
話

の
ベ
ル
で
目
が
覚

め
た
。
時
刻

は
午
前

4
時
台
。

受

話
器
を

と
る
と

「
ミ
サ

イ

ル
を
撃

っ
た

ら

し

い
。

東
京
が
反
応

を

欲
し
が

っ
て

い
る
」
と
、

同
僚
記
者

の
あ

わ

て
た
声
が
聞

こ
え

て
き

た
。
ど
ん

よ
り
と

し
た
雲
に
覆

わ
れ
た
ピ

ョ
ン
ヤ

ン
に
到

着

し
た
の
は
、
前

日
7
月

4
日
の
こ
と
。
取

材
団
を
迎
え

た

北
朝
鮮

側
案
内
員

は
、
「
共
和
国
は
梅
雨

に
入

っ
た

ば
か
り
で
、

数
日
間
犬
候
は
期

待

で
き
な

い
」
と
言

っ
て
い
た
。

発
射
は
、
観

測
上

の
理
由
か

ら

日
中
の

天
気

の
良

い
と
き

に
行
わ
れ
る

は
ず
と
の

見
方
も
伝

え
ら

れ

て
い
た
の
だ

が

…
。
遠

く
離
れ
た
発
射

基
地

の
天
候
は

わ
か
ら
な

い
が
、
ま
だ

夜

は
明
け
て
い
な

い
。
本
当

に
長
距
離
弾

道

ミ
サ
イ
ル
な

の
か
?
こ
れ

ま

で
も
あ

っ
た
短

距
離
ミ
サ
イ

ル
で
は
な

い
の
か
?
な
ど

と
、
疑
問
を
抱

え

な
が
ら

の
.電
話
リ
ポ

ー
ト
と
な

っ
た
,

受
話
器

の
向

こ
う
か
ら
は
、
生

番
組
の

キ

ャ
ス
タ

ー

の
質
問

が
次

々
に
飛

ん
で
く

る
。

し
か
し
、

こ

こ
ピ

ョ
ン
ヤ

ン
で
は
発

射

に

つ
い
て
何
も

伝
え
ら
れ

て

い
な

い
.

出
勤
す
る
人

々
の
表
情

に
も
特

段
変

わ

っ

た
も

の
は
見
受
け

ら
れ
な
い
.
案
内

員
も
、

我

々
か
ら

の
質

問

で
初
め
て
発

射
情
報
を

知
る
く
ら

い
だ
。
伝
え
ら
れ

る

の
は
、
自

分

の
目

で
確

認

で
き

る
範

囲

の
様

子
だ
け

だ
が
、
世
界

が
注
目
す
る
出

来
事

を
、
当

事
国
の

一
般

の
人

々
は
何
も
知

ら
な

い
し
、

知

ら

さ
れ
て
い
な

い
と

い
う
事

実
、
ま
さ

に

「
平
穏
な
ピ

ョ
ン
ヤ

ン
」
を
伝
え
る

こ

と

こ
そ
が
、
こ

の
国
を

知

る
う
え
で
重

要

だ
と

考
え
た
、.
前

夜

は
、
最
初

の
リ
ポ
ー

ト
が

ミ
サ
イ
ル
発
射

に
な

ろ
う
と
は
思

っ

て
も
み
な
か

っ
た

が
。

拉

致
問
題
の
幕
引

き
急

ぐ
北
朝
鮮

「
そ
れ
で
は
、

目
程
を
説

明
し
ま
す
。
明

日

5
日
は
午
前

9
時

半

か
ら

…
、
午
後

は

テ
ヤ

ン
リ
の
招

待
所

と

オ
ボ

ン
サ
ン
火

葬

場
。

翌

日
は
キ

ム

・
ヨ
ン
ナ
ム
氏
会
見
。

7

目
は
午
前
に

ソ
ン

・
イ
ル
ホ
大
使

の
会

見
、
午
後
は
49
号
予
防
院

で
す
」

ピ

ョ
ン
ヤ
ン
到
着

の
夕

方
、
高
麗
ホ

テ

ル

に
設
置

さ
れ

た

「プ

レ

ス
セ
ン
タ
ー
」

で
、

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を

初

め
て
知

ら
さ
れ

た
。

そ

こ
に
は
、
日
本

メ
デ

ィ
ア
7
社

を

迎
え

る
た
め
、
国
際

電

話
回
線
と
ネ

ッ
ト

用
電

話

回
線
そ

れ
ぞ

れ
7
本
ず

つ
が
準

備

万
端
整
え
ら
れ

て
い
る
,

「
や
は
り
、
来

た
な
…
」
と

い
う

の
が
、

率
直

な
感
想
だ

っ
た
,

テ
ヤ

ン
リ
は
横

田

ミ
サ
イ
ル
発
射

め
ぐ
み
さ
ん

ら

が
生
活
し
て

い
た
と
さ
れ

る
招
待
所

、

囎
号

予
防
院
も
北
朝

鮮
側
が

め
ぐ
み
さ
ん
が

亡
く

な
る
前

に
人
院
し
て

い
た
と
主
張

す

る
施
設
だ
。

前

の
週
に
行

わ
れ
た

ヨ
ン
ナ

ム
氏
と
韓
国

メ
デ

ィ
ア
と

の
会
見

に
続
き

、
北
朝

鮮
は
日
本

側
に
対

し
て
も
、

め
ぐ

み
さ
ん

「死
亡

」

の
既
成

事
実
化
を
狙

い
、
何

ら
か
の
機

会

を
設
け

る
の
で
は
な

い
か
と
予
想
は
し
て

い
た
。

そ
も
そ
も

、

T
B
S
が
朝
鮮

総

連
に
訪

朝
申
請
し
た

の

は
、
韓
国
の
金

大

中
前
大

統
領
訪
朝
直

後

の
反
応
を
取
材

し

た

い
と

考
え
た
か
ら
だ

。
6
か
国
協
議

や
口
朝
交

渉
、
そ
れ

に

ミ
サ
イ

ル
問
題

に
影

響
が
あ

る
の
か
ど

う

か

、
タ
イ
ミ
ン
グ

を

図

っ
て

い
た
が
、
結

局

、
前
人
統
領
訪

朝

は
中
止

に
な

っ
た

.

一
方

、
韓
国
人
拉

致

被
害
者

キ
ム

・
ヨ
ン
ナ

ム
氏

へ
の
関
心

が
高
ま

っ

て
お
り
、

こ
う

し
た
中

で
北
朝

鮮

が
取
材

を
認
め
る

の
は
、
拉
致
問
題

で

の
ア
ピ
ー

ル
が
中
心

に
な

る
だ
ろ
う

こ
と

は
、
感
じ

と
れ
て
い
た
。

た
だ
、

思
惑

は
ど
う
あ
れ
、
現

場
を
訪

「ピ

ョ
ン
ヤ
ン
の
反
応
送
れ
!
」▼

高
橋

一
世

(東
京
放
送
)

れ

る
機

会
は
重
要
だ
。

韓
国
記
者
団
と

の

会
見

後
、

ヨ
ン
ナ
ム
氏

の
発
言
に
対
す

る

数

々

の
疑

問
が
指
摘

さ

れ

て
い
た
。
取
材

対
象

に
近
づ
か
な
け

れ
ば
、
事

実
は
解
明

さ
れ

な

い
し
、
新
た

な
疑

問
も
生
ま

れ
な

い
。

実

際
に
何
が
撮

れ

る
か
は
不
明
だ

っ

た
が
、
現
地
取
材
は
必
要
と
判
断
し
た
。

日
朝

の
深
す
ぎ
る
溝

会

見

や
取
材
先

の
様

子
は
既
報

の
も

の

な

の
で
こ
こ
で
は
省

く

が
、
今
回
、
北
朝

鮮
側

が
繰
り
返
し
た

の
は
、
拉
致
問
題
を

め
ぐ

る
日
本
側

の
対

応

へ
の
非
難
だ

っ
た
.

「
㏄
年

に
調
査
を
行

っ
た
薮

中
局
長
(当
時
)

は
、

ヨ
ン
ナ
ム
氏
が
提

出

し
た
遣
骨
を
公

開
し
な

い
と
文
書
ま
で
記
し
た
」
「
調
査

団

は
、
拉
致

に
関
す
る
疑

問

は
こ
れ
で
大
方

解
決

し
た
と
し
て
、
共

和
国

の
協
力

に
謝

意
を
.小
し
た
」
「
日
本
側

は
そ
う
し
た
こ
と

を
発
表

せ
ず
に
、
拉

致

問
題
を
国
際
化
す

べ
く

騒
ぎ
立
て
て
い
る
」等

々
。.
日
本
が
「約

束
」

を
破
り
、
問
題

を
複
雑
化
さ
せ
た
と

言

い
た

い
の
だ
ろ
う

が
、
そ

の
主
張
は
問

題
解

決

の
核
心
か
ら
は
、
と

ん
で
も
な
く

ズ
レ
て

い
る
。

そ

の
大
き
く
深

い
溝
を
埋

め
る
た
め
に

求

め
ら
れ
る
の
は
、

何

よ
り
も
、
北
朝

鮮

側

の
真

摯
な
行
動
だ

と

の
思

い
を
強
く

し

た

5
目
問
だ
っ
た
..

た
か
は
し

・
い
っ
せ

1
9
8
4
年
人
社

ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク

ロ
ン
ド
ン
各
支
局
な
ど
を
経
て

D4
年
4
月
か
ら
北
京
支
局
長

(10)
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7
月
9

日
、
決

勝

の
地
ベ
ル
リ

ン
。
プ

レ
ス
ル
ー
ム

に
向

か
う

足
取
り

は
重
か

っ

た
.
ー
カ
月

に
渡

る
移
動

で
半

壊

し
た
カ

メ
ラ
バ

ッ
ク
の
せ

い
で
は
な

い
。
串

請
し

て

い
た
カ

メ

ラ
マ
ン
用

の
チ
ケ

ッ
ト
が
ウ

エ
イ

テ
ィ

ン
グ

〔空
席
待
ち

)
に
回
さ
れ

た
か
ら
だ

、
今

大
会
、
朝

H
新

聞
社

に
与

え
ら
れ
た

カ

メ
ラ

マ
ン
用
取
材

力
ー
ド
は

た

っ
た
の
1
枚

.
2
0
0
2
年

が

5
枚
だ

か
ら
激
減
だ
。
し
か
も
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

フ
リ
ー
で
ピ

ッ
チ
サ
イ
ド

〔グ

ラ
ウ
ン
ド

レ
ベ
ル
)

に
人
れ

る
わ
け

で
は

な

い

試

合
ご
と

に
中
請

し
.
ド
ー
F
A

の
許
可
が

出
な
け
れ
ば
取
材

で
き
な

い
、

日
本

の
新

聞
各

社
は
ど

こ
も
似

た
よ
う

な
状
況
だ

っ
た

「
般

紙
、

ス
ポ

ー
ツ
紙

と
も
カ
ー
ド

の
割
り
当
て
は
「
1
」
か
「
2

」
,

少
人
数

で
の
取

材

で
苫
し

い
上

に
、
ピ

ッ

チ

へ
の
チ

ケ

ッ
ト
が
発
給
さ
れ

な

い
、
も

カ
メ
ラ
マ
ン
の
W
杯

決
勝
戦
-

取
材
証
手

に
入
ら
ず

”潜
入
”

ち

う
ん
日
本
戦

は
優
先

的

に
出
る
の
だ
が
、

イ

ン
グ

ラ
ン
ド

や
ド

イ

ツ
.

フ
ラ
ン
ス
な

ど
、
カ

メ
ラ
マ
ン
が
多

い
国

の
試
合

が
苫

し

い
.
半
[[
か

け
て
会

場
を
移
動
し
た
揚

げ
句

に
門
前
払

い
,

こ
れ
は
精
神
的

に
こ

た
え
た
.

準

々
決
勝
の
ド

イ

ツ
対

ア
ル
ゼ
ン
チ

ン

(
ベ
ル
リ
ン
〕
で
は
、

日
本

の
新
聞
仕

は
ほ

ぼ
全
滅

.
ど
う

も

ベ
ル
リ

ン
の
プ
レ
ス
オ

フ
ィ
サ

ー
氏
は

日
本

メ

デ
ィ
ア
が
嫌

い
な

よ
う

だ
.
意
図

的
に

目
本
を
外
し
て

い
る

▼
嶋

田

達

也

(朝
日
新
聞
社
 

よ
う
な

フ
シ
さ

え
あ
る

決
勝

会

場
も

ベ

ル
リ
ン
だ

.
「
決

勝

は
や
ば

い
か

も

「,
7

月
に
入

っ
て
か

ら
、
各
社

の
カ

メ
ラ

マ
ン

で
さ
さ
や
き

合

っ.た

決
勝

の
試
合

開
始
-
時
問

前
..
キ

ャ
ン

セ
ル
.分

の
チ

ケ

ッ
ト
を
求
め
、

F
I
F
A

の
カ
ウ

ン
タ
ー

を

カ
メ
ラ

マ
ン
の
集

団
が

何
重
に
も
囲

ん

で
い
た
..
帰

省

シ
ー
ズ

ン

で
混
雑

し
、
キ

ャ
ン
セ
ル
待
ち

客

で
あ
ふ

れ
る
空
港

の
カ

ウ
ン
タ
ー
を

思

い
出
す
.

目
本
の
メ
デ

ィ

ア
が
3
割
く

ら

い
か

多

イ タ リ アiモ 将 カ ン ナ バ ロがW杯 を 高 く掲 げ た 狽 っ て

い た こ の 瞬 間 夢 中 で シ ャ ッ ター を 切 っ た17.獅

い
、、
通

常
、
敗
退
す

れ

ば

メ
デ
ィ

ア
も

帰

国
す
る
国
が
多

い
が
、
わ

が

日
本

は
国
内
で
の
W
杯

人
気

の

た

め
か

、
新
聞
社
、

雑

誌
、

ブ
リ

ー
カ

メ

ラ

マ
ン
と
も

ほ
と

ん
ど
帰

国

し
な

か

っ
た
..
ま
あ

わ

が
社
も

そ
う

な

の
だ
が
…
。

開
催

国
の
ド
イ

ツ
、
対

戦
国

の

イ
タ

リ

ア
と

フ
ラ
ン

ス

の
メ
デ
ィ

ア

に

ま

ず

チ
ケ

ッ
ト

は

配

ら
れ

た
、.
残

り

は
好
成
績

を
残

し
た
イ

ン

グ

ラ

ン
ド

や

ア

ル

ゼ

ン
チ

ン

に
。

日
本
に
は
ほ

ん

の
数
枚
.、
新
聞
社

に

は
ゼ

ロ
だ

っ
た

さ
す
が

に
が

つ
く

り

し

た
,
L皆
い
そ

の
後
、

.記
者

席

の
チ
ケ

ッ
ト

を
確

保

で
き
た
.

た
だ

こ
の
席
か
ら
は
角

度
が

悪

い

撮
影
も

禁

止

さ
れ
て

い
る

.

と
り

あ
え
ず
入
場

し
、
通

路
か
ら
撮
影

せ

ざ
る
を
得
な
い
.、

し
か
し

こ
こ
は

首

都

ベ
ル
リ
ン
.
W
杯

決
勝

の
会
場
だ

、
警

備

が
厳
亟
で
、
通

路

か
ら
超

望
遠

で
撤
影

す

る
と
す
ぐ
に
警
備

員
が

飛

ん
で
来

た
.

追

い
出
さ
れ

て
は

ま

た
入

り
、
ま
た
追

い
出

さ

れ
る
の
繰
り

返

し
.、
仕
方
な

い
-試
合

の
撮
影
を
あ
き
ら
め
、

目
標

を

ワ
ー
ル
ド

カ

ッ
プ

の
授
与

の
瞬

間

に
絞

っ
た
,

場

外

の
芝
生

に
座
り

込
む
、
夕
暮

れ

の

中
、
刻

々
と
色
を

変
.え

る
決
勝
会
場
。

重

厚
な

石
造
り

の
ス
タ
ジ

ア
ム
は
五
輪
用

に

ナ
チ

ス
が
作

っ
た
も

の
だ

大
会
前

も
含

め
、
何

回
取
材
し

た
だ

ろ
う
。
歴
史

を
考

え

さ
せ

る
美
し

い
建
築

.

ラ
イ
ト
ア

ッ
プ

す

る
と
さ
ら
に
引

き

立

つ
,
し
か
し
、

決

勝

の
最
中
に
そ
れ

を
眺

め
る
と
は
.
予

想

も
し

て
い
な
か

っ
た
事

態
だ
。

警

備

員
の
日
を

ご
ま

か
し
、
P
K
戦

か

ら
、

ス
タ
ン
ド
に
潜

り
込

ん
だ
.
だ
が

ジ

ダ

ン
の
退
場
劇
に

は
間

に
合
わ
ず
、
撮

れ

な
か

っ
た
.
そ
れ
だ
け
が
心
残
り
だ
.

し
ま
だ

・
た
つ
や

1
9
9
2
年
人
柱

東
京

名
占
屋

大
阪
各
本
社
写
真
部
な
ど
を
経
て

⑪6
年
か
ら
東
京
本
社
写
真
セ
ン
ダ
i
員

1、ll
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北ア夏山臨時支局

新人研修かねて

山岳取材体験

レ古 志野 拓 史

(信濃毎日新聞社)

 

「
北

ア
ル
プ
ス
ヒ
高

地

と

澗
沢

に
臨
時

支

局

開

設
」
。
7
月

半

ば
を

過
ぎ

る
と
、

信

濃
毎

H
新
聞
が
掲
載
す

る
恒
例

の
社
告

だ

.
入
社

1
年
目
を
中

心

に
本
社
や
各
支

社

の
若
手
記
者
た
ち
が

、
8
月
ド
句
ま

で

交

代

で
人
山

年
間

1
5
0
万
人
が
訪
れ

る
日
本

の
代
表
的
な
山
后

観
光
地

の
上
高

地
と
、
穂
高
連
峰
が
眼

前

に
広
が
る
標
高

約

2
3
0

0
メ
ー
ト

ル

の
洞
沢
を

ベ
ー
ス

に
、
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ュ
ー

ス
を
発
信
し
て

い
る
、

「
海

の

日
」

の

7
月

17

[
..
例
年

な
ら

梅

雨
明
け
を
待
ち
切
れ

な

い
登
山
者

や
観

光

客
が
詰

め
掛
け
る
上
高

地
は
、
唯

.
通

じ
る
県
道
が
豪
雨

の
た

め
通
行
止
め
に

、

長
野
県
内

で
は

同

じ
こ
ろ
、
岡
谷
市

で
土

石
流
が
発

生
す

る
な
ど
、
死
者

が
出

る
大

災
害
と
な

っ
た

.、

通
行
止

め
が

解

除
さ
れ
た
20

日
、
今

シ

ー
ズ

ン
の
北

ア
夏

山
取
材
第

[
陣
と

し
て

上
高
地
人

り
し

、
臨
時
支
局
と
し

て
毎
年

駐
在
さ
せ
て
も

ら

っ
て

い
る

「
西
糸
屋
山

荘
」
で
取

材
を

開
始
。
夏
休
み

の
人
出

に

備
え
る
旅

館
や

バ

ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
な
ど
、

活
気
あ
る
上
高

地
を
取
材
す
る

の
が
、
毎

年

の
第

.
陣

の

大

き
な
役

目

だ

っ
た

の

に
、
今
年

は
豪

雨

に
よ
る
宿
泊

キ

ャ
ン
セ

ル
と

い
っ
た
観

光

へ
の
ダ
メ
ー
ジ
を

聞

い

て
回
る

の
が
、

初
仕
事

に
な

っ
た
、

翌
H
も

雨
は

や
ま
ず
、
洞
沢

へ
出
発
し

た

の
は
3
[
口

、
大

雨
で
増
水

し

た
梓
川臨時支局 がある瀾沢 ヒュッテで穂高運峰をバ ックに

くつろぐ登山者たち=7.22

を
横

目

に
見
な

が
ら

ひ
た
す
ら
歩
き
、
約

6
時

問

で
臨
時

支
局

の
「
澗
沢

ヒ
ュ
ッ
テ
」

に
到
着

し
た
..
こ
の

日
は
竿
前

中
か
ら

ほ

ぼ

2
週

間
ぶ
り

の
青

空

が
広
が
り
、
穂
高

連

峰
を

眺
め
な

が
ら

ヒ

ュ
ッ
テ
の
テ
ラ
ス

で
く

つ
ろ
ぐ
登

山
者

を

取
材
。
ヒ

ュ
ッ
テ

の
衛
星

通
信
を

通
じ

て
松
本
本
社
報
道
部

に
送

っ
た
写
真

は
、
翌

日

の

.
面
に
掲
載

さ
れ

た
.、

臨
時

支
局
は
長

い
歴
史
を
も

つ
。
上
高

地
支

局
は
大
配

時
代

か

ら
、
渕
沢
支
局

は

1
9

6
7
年
か

ら
だ

、記

者
派
遺
に
は
、
信

濃

毎

日
新
聞
に
と

っ
て
欠
か
す
こ
と

の
で

き
な

い
登
山
、
山
岳
取

材

を
体
験
す
る
と

と

も

に
、
新
人

研
修

の
意
味
も
込
め
ら

れ

て

い
る
.
多

く

の
記

者

が

「
サ

ツ
担

当

」

だ
。
入

山
中

の
数

目

間

は

[
常

の
事
件

や

事

故

取

材
、
呼
び

出

し

か

ら
解
放

さ
れ

る

た
め
、
日
ご
ろ
た

ま

っ
た

ス
ト
レ
ス
を
大
白

然

の
中

で
解
消
す

る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
,

た
だ

、
山
は
特
別
な
場

所
だ
,
3
0

0

0

メ
ー
ト

ル
級

の
山

々
に
囲
ま
れ
た
澗
沢

カ

ー

ル
は
登

山

者

の
あ

こ
が

れ

で
も

あ

り
、

登

る
だ
け

で
も

ひ

と
仕
事
..
「
山
を

な
め

て

い
ま
し

た
」
と

は
、
澗
沢
か
ら
帰

っ
て
き

た
1
年

生
記
者

の
感
想
だ
.

取
材

も
、
普

段
の
よ
う

に
決
ま

っ
た
当

て
が
あ

る
こ
と

は
少

な

い
。
山
小
屋

の
従

業

員

か
ら
登
山
者

の
傾
向

を
聞
き
出
し
た

り

、
ネ

タ
に
な

り
そ
う

な
話
を
求
め

て
テ

ン
ト
場
を

さ
ま

よ

っ
た
り
。
昨

シ
ー
ズ

ン

は

「
ヘ
リ
に
頼

ら
ず
歩
荷

(ぼ

っ
か
〉

で

荷
上

げ
」
「
発

光

ダ
イ
オ
ー

ド

照
明

、
山

小
屋

で
導

入
進
む

」
を
は
じ
め

、
現
地

で

興
味
を
持

ち
、
出

稿
で
き
た

ニ
ュ
ー

ス
が

多

い
.
逆

に
、
疲

れ
て
ぐ

っ
た
り

し

て
い

れ
ば
、す

ぐ
に
.卜
山
11
と
な

っ
て
し
ま

い
、

「収
穫
ゼ

ロ
」
と

い
う
こ
と
も

あ
り

得
る
、

今

シ
ー
ズ

ン
、
「
下
界

」

の
夏

は
、
知

事
選
や
松
代

高
校

の
甲
r
園
初
出
場
な
ど
、

多
彩
な

ニ

ュ
ー

ス
が
あ
ふ
れ
、

北

ア
取
材

は
社
内

で
も

や
や
肩
身
が
狭

い
、

だ
が
、

私
を
含

め
、
入
山

し
た
記
者

は
文

字
通
り

「足
を
泣

か

せ

て
」
歩

き
、
登

山

者

や
山

小
屋

の
人
た
ち
と

話
を
す
る

こ
と

で
、
北

ア
の
魅
力

を
肌

で
感
じ
ら
れ
る

は
ず
だ
、

こ
し
の

・
た
く
じ

2
0
0
3
年
入
社

上
田

支
社

東
御
支
筍
を
経
て

Q6
年
4
月
か
ら
松

本
本
祉
報
道
部

上 高 地 ・瀾 沢 メ モ

艮野 、 岐 阜 、富1ヱ1県 に また が る北 ア ル プ スの 南

部 に 位 置 し、 中 部[ll岳 国Lヒ 公園 内 に あ る2005

年4月 の 合 併 で 長 野 県 呼1安曇 郡 安 曇 村 か ら松 本

市 に 合 併,ヒ 高 地 は,国 内 で3番 目 に 高 い 奥 穂

高 岳 〔3、190㍍}や 活 火 山 の焼 岳 に 囲 まれ 、 標 高

は約1.50Q㍍ 梓lli沿 い に 河 童 僑 、 大IIこ池 な どの

景 勝 地 が 点 在 す る.登lll者 に 人 気 の 高 い槍 ケ 爵

〔3、i80㍍)や 穂 高 連 峰 へ の 人lll拠 点 で も あ り、 夏

山 シー ズ ン を 中心 に に ぎわ う 渋 滞 解 消 や 環 境

へ の 負 担 軽 減 を 目的 に 、1996年 か ら通 年 マ イ カ

ー 規 制 を 実 施 .マ イ カ ー 客 は ヒ高 地 「卜前 の駐 車

場 に 駐 市 して シャ トル ハ スか タク シー に 乗 り換 え

て 人 山 す る 澗 沢 は 奥穂 高 岳 や北 穂 高 岳1:3.10邸 一}

1貞.ドに 広 が る カー ノい 圏 谷 地 形 の 周辺 を指 す,

臨 時 支局 のあ る澗 沢 ヒュ ッテの 標 高 は2.3091呪

1:121



2006.8.10No.438

2年 連続土砂災害

人 災ゼ ロ

目指 した態勢 づ くり

レ種 子島 時 大

[南日本新聞相

 

鹿
児
島
湾

に
.血
し

、海
岸
線
約

訂
キ

ロ
、

じH
麦
.
噌よ

7
0
0
1

1
2
0
0

メ
ー
ト

レ

司
'f
ーり
ーヒ

ノ

級

の
高
隈
山
系

が
間
近

に
追

る
鹿

児
島
県

垂
水
市

.
8
3
3

4
阯
帯
1
9

1
0

1
人

が
暮
ら
す

こ
の
街
を

7
月
5
11
、
時
間
陶

量

1
1
0
ミ
リ

に
達

す
る
猛
烈

な
大
雨
が

襲

っ
た
.
5
人
が
犠

牲
と
な

っ
た

2
0
0

5
年
9
月

の
台

風
災

害
を
教
訓

に
、
市
災

害
対
策
本
部

は
全
世

帯
に
避
難
勧
告
を
発

令
、.
ヒ
砂
崩

れ
が
相

次

い
だ
に
も

か
か
わ

ら
ず
、
1
人

の
犠
牲

者
も
出
さ
ず

に
済

ん

だ
,
だ
が
、
台
風

シ
ー
ズ

ン
を
目
前

に
控

え
、
L
砂
災

害

へ
の
懸
念
は
な

お
ぬ
ぐ
え

な

い
、

取
材
車

の
フ

ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
容
赦
な

く

た

た
き

つ
け

る
雨
.、
川
と
化
し
た
道
路

を

か
き

分
け
る
よ
う

に
同
市
役
所

に
向

か

っ
た
.、
昨
年

の
台
風
災
害

の
・取
材
時
と

同

じ

情

景

だ

っ
た

豪

.雨

さ
な

か

の
5

11

夜

し
か
し
、
途
中

が
ーー
砂
流
出

の
た
め

通
行

.小
能

で
、
避
難
所

に
続

々
と
集

ま
る

住
民

を
取
材
し

て
引
き

返
さ
ざ

る
を
得
な

か

っ
た

「

市

を
南
北

に
走

る
国
道

2
2
0
号
は
5

カ
所

が
乎
断
さ

れ
、
山
間
部

で
は

い
た
る

と

こ
ろ
で
ヒ
砂
崩

れ
が
発
生
「
住
家
被
害

は
全

壊

8
棟
、
床

卜

・
床
ド
浸
水
計
1
4

4
棟

に
及
ん
で

い
た

そ

れ
で
も
犠
牲
者

が
出
な

か

っ
た

の
は

.
台
風
災
害

で
の
経

験

を
踏

ま
え
、

危
険

地
域

の
住
民
が
率
先

し

て
避

難
し

て
く

れ
た

」

〔水
迫
順

.
市

長

〕

こ
と
が
大

き

い
.

重
水
市

は
昨

年

の
台
風
災
害

以
来
、
「
人

災

ゼ

ロ
の
ま
ち

づ
く
り

一
を
掲
げ

て
対
策

を
練

っ
て
い
た
.
早
期
避
難
態
勢

の
確
立

が
・」
眼

だ

っ
た

.

特

に
力
を
入
れ
た

の
が
自
ド

防
災
組
織

の
設

立
、
【同
時

多
発

的

に
発
生
す

る
災

害

に
行

政
だ
け

で
は
対
応

で
き
な

い
」
(同

市
、長

)
と
、
台
風
災
害
前

ま

で
約
10
%
に

す
ぎ

な
か

っ
た
組
織
率

を
今
年

7
月
末
ま

で
に
約

40
%
に
向
ヒ

さ
せ
、
危

険
地
域
を

中
心

に
設
立
を
進
め

て

い
る

.

防

災
計
画
も

上
砂

災
害
を
念
.頭
に
大
幅

に
見

直

し
た
。
全
市

共
通
だ

っ
た
避
難
勧

告
基
準

は
山

間

部

の
連
続
雨
蹴

が
、平
野
儒

よ
り
m

ミ
リ
程

度
少
な
く
て
も

勧
告

で
キ

る
よ
う
変
.史
、

指
定
避
難
場
所

は

、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ
プ
を

作

る
過
程
で
判
明

し
た
侍

険
個
所

な
ど
を

避

け
て
10
ヵ
所

を
除

外
、

16
カ
所
に
、再
編

し

た
..
災
対
本
部

に
は
謙

難
輸
送
対
策

部

を
新
設
し
、
交

通
弱

者

の

避
難
対
策
を
講

じ

た
,

今

回
の
豪

雨

災
害

で
は
、
市
内

全
域

に

避
難
勧
告
が
出

さ

れ
た
の
が
午
後

10
時
す

ぎ
,
遅

い
時
間

帯

だ

っ
た
が
、
多

く

の
市

民
が
勧
告

に
応

じ

、
山
間
部

の
高

齢
者

に

つ
い
て
は
市
職

員

ら
が
公
用
唯

な
ど

で
避

難
所
ま

で
送
り

届

け
る
な
ど
、
成

果

が
現

市 と住 民 が協 力 して復 旧 作 業 に 当 た っ た=7.11

れ
出

し

て
い
る

南

H
本
新
聞
社

で
は
、
被
害
報
告
が

次

々
と

入
る
市

の
対

応

や
、
周
囲

に
気

を

遣

い
な
が
ら

の
避

難
生
活

で
日
を
追

う

ご
と

に
疲
労

の
色

を
濃
く
す
る
住
民

の
表

情

を
伝
え
た

ほ
か

、
復
旧
に
向
け

て
汗
を

流
す
姿
、
発

生
当
時

の
気
象
状

況
な

ど
を
報
道
し

た
.

市

が
警
戒
し
た

河
川

は
ん
ら
ん
は
な

か

っ
た
が
、
7
月

22
日

に
鹿
児
島
県

北

部

で
起

き
た
よ
う

な
豪

雨
災
害
が
重
水

で
も

発
生
し
な

い
保
証

は
な

い

何

よ

り

、台

風
シ
ー
ズ

ン
は

n
前
ま
で
迫

り
、

被
災

者

の
心
配
も

台
風

災
害
に
向
か

い

つ
つ
あ
る
.
犠
牲

を
減

ら
す
意
識
を
高

め
ら

れ
る
よ
う
、
き

め

の
細
か

い
報
道

を

続
け

て

い
き
た

い

た
ね
が
し
ま

・
と
き
ひ
ろ

2
0
Q
3
年
入
祉

文
化
部
を
経
て

05
年
窪
月
か
ら
鹿
屋
支
社

.現

・
鹿
屋
総
局
一

・垂 水(た る み ず)市 メ モ

1大 隅 睾島 の 西 部 に 位 置 し、1958「 昭手li
r33. .{卜1二IIゴ制1施 子fII「 げヨび,85`」(、を111」也

が 占め 急 傾 斜 地 が 多 い 鹿 児島 市 と粘

ぶ フ 」■」一 が 運航 され 、 大隅 半 島 のジ、

1関1」 と な っ て い る.、水 産 果が 盛 ん で 、

カ ンパ チ の 養 殖 は 年 聞 約7700㌧ と 目木

ノ ・の 出 荷;li:を誇 る 農 業て は ビ ワ や キ.

ヌサ ヤ が 特 産2005年4}1に 同 市 牛根

.麓 に オー プ ン した1道 の 駅 た る み ず1

,;よ 、iこ上こ1〔～D㌦ ヒい うi1ノド.⊥ と㌔り己1易

が あ り、 聞 近 に桜 島 を眺 め なが ら楽 し1

む こ とが で きる,、
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ラジオ深夜便

熟年パワーで17年

団塊世代狙 い

リニ ューアル も

レ渡辺 幹雄

(NHKラ ジ オ セ ン タ ーチ ー フ ・プ ロデ ュ ー サ ー)

N
11
K

ラ
ジ
オ
第

1
の

ラ
ジ

オ
深
夜
便

は
今
年

17
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

「
ラ
ジ
オ
離
れ
」
が
危

惧

さ
れ
る
中
、
ど

う
し

て
ラ
ジ
オ
深
夜
便

は
人
気

や
注
目
度

が
上

が

っ
て
い
る
の
で

し

ょ
う

?

主
な

成
功

理
由

は
.T
.番
紐

コ
ン
セ
プ

ト
が
聴
取

者

の

二
ー

ズ
に
応
え

て

い
た
、
一塾
ベ
テ
ラ

ン
制
作

ス
タ

ッ
フ

・
ア

ン
カ
ー

の
経
験
や

力
量

を
生

か
し
た
ー

こ
の
2

つ
が
大
き

 か

っ
た
と
思

い
ま
す
、.

番
組

を
始
め
た
時
、
民

放
は

20
年
以
上

の
深
夜
放

送

の
歴
史
が
あ

り
、
若
者
た
ち

の
問

で
定
着
し
て
い
ま
し
た
..

尊
敬

す

る
N
H
K
の
先
輩

た
ち
は
決
し

て
後

追

い
せ
ず
、
正
反
対

の
道

を
選
び
ま

し
た
。
す
な
わ
ち

「若
者
向

け
」
「し

ゃ
べ

り

が
早

目
」
「
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
蹄
楽
」
「
二

ユ
ー

ス
は
あ
ま
り
入
れ
な

い
」
「
D

J
は
若

手

タ

レ
ン
ト
」
に
対
し
て
、

「
ゆ

っ
く

り

と
し
た
話

し
方

」
「静

か
な
音

楽

」
「
ニ
ュ
ー
ス
を
入
れ
る
」

「進
行

は

O
B
ア
ナ
が
中
心
」
な
ど

の
コ
ン

セ
プ
ト
で
す
..

現
在

の

ア
ン
カ
ー
た

ち

の
平
均

年
齢
は

63

・5
歳
、
発
音
明
瞭
で
、

聴
取
者

の
中
高
年
世
代
と

「
共
通

の
言
葉

・
表

現
」
で
ゆ

っ
た
り
と

語
り
か

け
ま
す
。

デ
ィ

レ
ク
タ
ー
た
ち
も

猛
者
ぞ

ろ
い
で

す

、
現
役
デ
ィ
レ
ク

タ
ー

は
平

均

57
歳

前
後
。
「
ラ
ジ

オ
深

夜

便

・
こ
こ
ろ

の
時

代
」
担
当

者
は

O
B

中

心

で
70
歳
近

く

で
す

が
、

一
人

一
人
が

相
当
な
人
脈

と

制
作
力
を
持

っ
て

い
ま
す

、

怯

メ
ロ
畠
梨

も

人
気

の
秘
出

の

一
つ

で
、
番
紐

の
開

始
か

ら
同
じ
者

が
担

当

し
、
ま
さ
に

「
生
き
字
引
」
で
す

、

蟹

睡
魔
に
は

コ
ー
ヒ
!
で

こ
う

し
た
プ

ロ
の

,
熟
年

パ

ワ
ー
”

が
深
夜
便
を
支

え

て
い
ま
す
,

た
だ
、

放
送
は
午
後

H
時

台

か
ら
翌
朝

5
時

ま

で
の
約
6
時
間

の
生
番

組
で
す
.
睡
魔

と

の
闘

い
は

「
熟

年

」
の
身
に

は
こ
た

え
ま
す
、

一
番
眠

い
の
は

午
前

2
、
3
時

頃

で

す

が
、
ア
ン
カ

ー

た
ち

に
と

っ
て

一
番

忙
し

い
の
も

こ

の
時

間
帯
.
お
便

り

・

資

料

を
次

々
読

み
な
が
ら

の
D
J

コ
ー
ナ

ー
を
2
時
間
担
当
し
ま
す

。
「
頭
も

口
も
回

ら

な

い
」
魔
の
時
間
帯

を

コ
ー
ヒ
ー
な
ど

で
何

と

か
持
ち

こ
た
え
ま

す
。
こ
う
し
た

「
完
徹

」

の
放
送

は
、

ア
ン
カ
ー
、
デ
ィ
レ

ク
タ
ー

と
も
月

2
、
3

回

で
す
が
、
そ

の

睡
眠
不

足
の
影
響
は
2
、
3
日
残
り
ま
す
.

生

の
長

時
問

の
放

送

で
す

か
ら
時
折
誤

読

や
う

っ
か
り

ミ

ス
も

あ
り
ま
す

.
そ
う

な

る
と

「人
気
番

組
」
の

つ
ら

い
と
こ
ろ
で
、

ご
批

判

・
指
摘

の
お
便

り
や
電
話
が
翌
朝

に
は
ど

つ
と
来
ま
す
.、

私

の
よ
う
な

プ
ロ
デ

ュ
ー

サ
ー
の
大
切

な
仕

事

は
そ
れ
ら

の
お
便

り

へ
の
返
事

を

書
き

、
現
場

に
そ

の
内

容
を

伝
え
て
、
改

善
す

べ
き
も

の
は
改
善

し

て
も
ら
う

こ
と

で
す
、一
私

の
エ
ネ

ル
ギ
ー

の
3
分

の
ー
は

遠 藤 ふ き子 ア ンカ ー とゲ ス トの 中野 雄 さん(音 楽

プ ロデ ュー サー)=午 前1時 「クラ シ ック を楽 し

む」 コ ーナ ーで

聴
取
者
対
応
に
あ

て
て
い
ま
す
。

璽

フ
ァ
ン
雑

誌

11
万
部

い
ま
私

た
ち

は
、
先
輩

の
遺
産

を
大

事

に
し
な
が
ら

マ
ン
ネ

リ
に
な
ら
な

い
よ
う
、

少

し
ず

つ
社

会

の
変

化

に
合
わ
せ

リ

ニ
ュ

ー
ア
ル
を
続
け

て
い
ま
す
、

団
塊

の
世

代
も

58
歳
前

後
で
す

の
で
、

ゲ

ス
ト
や
音
楽

の
選

び
方
も
昨
年

か

ら
少

し
ず

つ
変
え
て
い
ま
す
..

そ
れ
か
ら

「
い
ま

は
私
た
ち

が
歌

え

る

歌

が
無

い
」
と

い
う
リ

ス
ナ
ー
の
声

に
応

え

て
、

ア
ー
テ

ィ
ス
ト
と
相
談

し
な

が
ら

山
を
作
り
、
「
深
夜
便

の
う
た
」
と
し

て
こ

の
春
か
ら
放
送

し
て
い
ま
す
..

こ
う
し
た
努

力

が
実

っ
て
か
、

フ

ァ
ン

の
雑
誌

「月
刊

ラ
ジ

オ
深
夜

便
」

は
昨

年

3
月

の
8
.力
部
か

ら
、
今
年

の
夏

に
は

11

.万
部
に
伸

び
て

い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

活

動

的
で
知
的
好
奇

心
旺
盛
な
中
高

年

の
姿

が
見
え
て
い
ま
す
,

番
紐

の
基
本

ス
タ

ン
ス

「
眠
く
な

っ
た

ら
お
休

み
く
だ

さ

い
」
は
こ
れ
か

ら
も

変

え

ま
せ
ん
。
落

ち
着

い
た
雰

囲
気

の
店
内

に
心
地
良

い
音
楽

が
流
れ
、
美
味

し

い
コ

ー
ヒ
ー
と
会
話

を
楽

し
め
る
、

メ

ニ
ュ
ー

も
工
夫
し
て
充
実
し
て

い
る
、
そ

ん
な

「街

中

の
喫

茶
店

・
ラ
ジ
オ
深
夜
便

」
を

目
指

し
ま
す
。

わ
た
な
べ

・
み
き
お

1
9
7
5
年
入
局

05

年
か
ら
現
職

〔14)
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'リ レ ー エ ッ セ ー'

ミ ュ ン ヘ ン五 輪5,

(1972,9)

 

オ
リ
ン
ピ

ッ

ク
開
会
数

H
前

か
ら
連

日
、
休

み
な
し
の
取
材

で
疲
労
も
ピ

ー

ク
に
達
し

て

い
た
.
そ
し
て
大
ム
.A
H
日

目

(9

・
5
)

の
朝
、
そ
の
悲
劇

は
起

こ

っ
た
.

い
つ
も

の
よ
う

に
プ

レ
ス
セ
ン
タ
ー

に
行
く
と
、
普
段

の
朝
と
違

い
、
殺
気

だ

っ
た
雰
囲
気

で
記
者
た
ち
が
右
往
左

往

し
て

い
る
。
取
材

ル
ー
ム
に
行
く
と
、

「
今
朝
、
パ

レ

ス
チ

ナ

・
ゲ
リ

ラ
が
選

手

村

の
イ

ス
ラ

エ
ル
宿
舎
を
襲
撃

し
た

ら
し

い
」
と
...尊
つ
.

カ
メ
ラ
を

つ
か
ん

で
選
手
村

へ
急
ぐ

。

人
り

口
は
警
察

に
封
鎖
さ
れ
、
頑
と

し
て
入
れ

て
く

れ
な

い
。
し
か
ら
ば
イ

ス
ラ
エ
ル
宿
舎

の
見
え
る
場
所

へ
と

思

う
が
、方
角
が
分

か

ら
な

い
.

そ
こ
で
、

他
国

の
記
者
た
ち

が
走
る
方

へ

一
緒

に

メ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に
半
旗
が

駆
け

て

い

っ
た
..
す
る
と
大

勢

の
カ
メ
ラ

マ
ン
が
群

が

っ
て
い
た

(写
真

下
).

長
身

の
彼
ら

の
間

へ
無

理
や
り
割
り
込

む
。
宿
奄
口
の
ベ

ラ
ン
ダ
に
里
…覆
瀬

の
テ
ロ

リ
ス
ト
が

顔
を

の
ぞ
か
せ
た
、、

…
瞬
、
「浅

開
山
荘
事

件
」

の
時

の
よ
う

に
こ
ち
ら
に

発

砲

し

て
く

る

の
か
と

ヒ

ヤ

ッ
と
し

た

が
、
何
事

も
起

こ
ら
な
か

っ
た

こ
の
場

所

で
張

り
込
む
.

少

し
で
も
離

れ
る
と
他

の
記
昔

に
取
ら
れ
る

の
で
動
け

な

い
.
飲

食

や
ト

イ
レ
は
ど
う

し
た

の
か

思

い
出

せ
な

い
,

も
う
、

く
た
く

た
だ

っ
た
。
実

は
.小
謹

慎

か
も

し

れ
な

い
が
、
「
オ

リ

ン
ピ

ッ
ク

取
材
は

こ
れ

で
終

わ
る
な
..
事
件

が
解
決

す

れ
ば
帰

れ

る
…
。

ヤ
レ
ヤ

レ
…
」
と
思

カ

メ
ラ

マ
ン
も

走

っ
た堀

江

敬
陸

っ
て

い
た

や
が
て
日
没
.

宿

舎
は
爽

っ
暗

に
な
り

撮
影

は
.不
.吋
、
プ

レ

ス
セ
ン
タ
ー

に
戻
り

待
機
す

る

テ
レ

ビ
は

ア
ナ
ウ

ン
サ
ー

が

興
奮
気
味

に
L

や
べ
り
ま
く

っ
て

い
る
。

深
夜

に
な
り

、
、
犯

人

・
人
質

は

ヘ
リ

で
空

軍
基
地

へ
移

動
し
た
」
と

の
情

報

が

入
り
、
.
取
材
は

不
可
能

ウ
と

判

断
。

や

が

て

「
人
質
全
員

無
事

」
そ
し
て
「人

質

・
犯

人
全
員
死

亡
」

…
と
情
報
が

階
綜
す

る
な
か
明

を
迎
え

、
結
局
、
令
員
死
亡

が
確
認
さ

れ
た
..

6
日
午
前
、

メ
ー

ン
ス
タ
ジ

ア
ム
で

追
悼
式

が
行
わ

れ
、
五
輪
旗

の
半
旗
が

掲

げ

ら

れ
た

【写
真

上

}、

い
ま

で
も

忘
れ

ら
れ
な

い

.
枚
だ
、.

午
後

か

ら
は
競
技
再
開

.
そ
し
て
r

定
通
り

の
日
程

で
大
会

は
続

行
、
我

々

の
オ

リ

ン
ピ

ッ
ク
取
材
も
続

い
た
.

や

け
く

そ
だ

っ
た

、
ヨ
レ
ヨ
レ

に
な
り
な

が
ら
、

競
技
写
真
を
撮
り
続

け
た
、

〔.兀
時
事

通

信
写
真
部

〕

目
こ
の
シ
リ
ー
ズ

は
終
わ
り

近

寄

れ

な

い
現

場

に

は

ノ

ッ
ポ

に

な

っ
て

脚
立

の
活

用

を

,
伝

授

ウ

し

た

の

は

11

本

メ

デ

ィ

ア
だ

っ
た

と

か
.、
こ

の
事

件

前

年

の

9

11
、

昭

和

天
皇

訪
欧

に
同

行

し

た

日

本

人

カ

メ

ラ

マ
ン

た

ち

が
愛

用

し

て

い

る

の
を

み

て
、

大
男

た

ち

も

早

速
導

入

を

決

め

込

ん

だ

ら

し

い
,、
望

遠

レ

ン
ズ
を

持

っ
た

各

国

カ

メ
ラ

マ

ン
は
、

こ

の

時

と

ば
か

り

大

小

の
脚

」艦
を
持

ち
込

み

、
張

り
込

ん
だ

〔時

事

通

信

提
供

一..

1、15〕
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〈
情

報

発

信

特

番

〉

■

二
胡
、

琵
琶
、
楊

琴
な
ど
中

国
伝
統
楽

器

を
演

奏

す

る

ユ
ニ

ッ
ト

C
1

9

a
l

(
シ
ー

ガ

ル
)
が

セ
カ

ン
ド

ア
ル
バ
ム
発

C-gal(東 方女子 楽坊)

ミニラ イブ会見

 

■

狩

野

近

雄

著

「記

者

と

そ

の
世
界
」

狩

野
近
雄
氏

〔元
毎

[
新

聞
常
務

・

東
京
本

社
編
集
局
.長

・
ス
ポ

目
社
長
}

の
遺
著

「
記
者
と
そ

の
世
界

」
が
最
近

.発

掘

〃
さ

れ
た
.

1
9

7

7
年
急
逝

さ

れ
た
狩
野
氏
を
偲

ん

で
編

ま
れ
た
私

家
版

だ

っ
た
た
め
、
親

し

い
方

に
配
ら

れ

た
だ
け

で
遺
族
宅

に
眠

っ
て

い
た

今
年
初

め

て
知

っ
た
毎

[
O

B
が

一
読

し

て
感

動
、
遺
族
宅

に
残
部

が
あ
る
こ

と

が
分

か

っ
た
.
戦
中

戦
後

〔東
京
裁

判

の
頃

ま

で
)

の
新

聞
事

情

が
リ
ア
ル

売
を
記
念
し
て
来

目
し
た
。
全
員
が
北
京

音
楽
大

な
ど

の
学

生
ま

た
は
卒
業
生
と

い

う

エ
リ
ー
ト
、
今

後
、

口
中
国
交
回
復

35

周
年

(07
年

)
や

北
京

五
輪

の
記
念
イ

ベ

ン
ト

な
ど
で
「
目

中
文

化
交
流
音
楽
使
節
」

と
し

て
活
動
す
る

。
来

日
を
後
援
し
た
中

国
大
使
館

の
趙
宝

智
公

使
が
演
奏
前

に
あ

い
さ

つ
し
た
、

(7

・
11

10
階

ホ
ー
ル
)

■
海
洋

冒
険
家

の
堀

江
謙

一
さ
ん

(
67
)

が
今
度

は
、
波

の
力

だ
け
で
進
む

「
波
浪

推
進
船

」
の
航
海

に
挑

戦
す
る
こ
と
を
発

表

し
た
、

2
0
0

8
年

3
月
中
旬

に

ハ
ワ

イ
を

出
発
、
約
2

カ
月
半
か
け
て
6
0
0

0

キ

ロ
離
れ
た
紀

伊
水

道

の
ゴ
ー
ル
を
H

指
す

、
こ
れ
ま

で
も

風
、

ソ
ー
ラ
ー
、
足

マ
イ

B

O

O

K

マ
イ

P

R

に
描

か
れ
て
お

り
、
参
考

に
な
る
史
実

が
多

い
。
ご
希
望

の
方

は
、
ク
ラ
ブ
事
務

局

へ
.

池
田
龍

夫

(毎

日
新
聞
出
身

}

■

ユ
ビ

キ

タ

ス

・
コ

ン

テ

ン

ツ

ビ

ジ

ネ

ス

の

す

べ

て

前
坂

俊

之

(毎

日
新
聞
出
身

)

「
ユ
ビ
キ

タ

ス
」

と

は

い
つ
で
も
、

准
と

で
も
、
ど

こ
か

ら
で
も
、
ど

の
よ

う
な
端
末
か
ら

で
も
、
白
由
自
在
に
情

報

の
や
り
と
り

が
可
能

に
な
る
ネ

ッ
ト

堀江 さんの新たな挑戦

 

こ
ぎ

と

エ

コ
航

海

に
挑

ん
で
き

た

、
「今

回
は
波
を
吸
収

す

る
仕
組

み
な

の
で
船
体

の
揺
れ

が
少

な
く

、
体
力
的

に
は
楽
か
も

し
れ
な

い
が
、
酊

例
が
な

い
の
で
頑
張
り

た

い
」
と
抱
負

を

語

っ
た

、

(
7

・
B

10
階
ホ
!
ル
)

世

界

を

さ

す

。

パ

ソ

コ

ン

、

ケ

イ

タ

イ

.竃

話

、

I

C

チ

ッ
プ

の

進

化

で

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

の

世

界

は

今

、

「
ユ

ビ

キ

タ

ス

」
に

突

入

し

て

お

り

、
日

本

は

世

界

最

先

端

の

ユ

ビ

キ

タ

ス
社

会

が

幕

開

け

よ

う

と

し

て

い

る

そ

の
中

で

テ

レ

ビ

、
映

画

、
放

送

、
ゲ

ー

ム

、
通

信

業

界

な

ど

、

コ

ン

テ

ン

ツ

ビ

ジ

ネ

ス

産

業

の

問

題

点

や

未

来

図

を

「
Q

&

A

」

方

式

で

解

説

し

た

、

〔
P

H

P

研

究

所

1

5

7

5

円

)

会

員

の
皆

さ

ん

の
新

団
陛

を

紹

介

し

て

い

ま

す
...
自

著

の

狙

い
や
ポ

イ

ン
ト

を

2

0
0

字

程
度

で

お

ま

と

め

い
た

だ
き

、

事

務

局

本

庄
ま

で

お
送

り

く

だ
さ

い
、

○

囲

碁

の
会

●

梅

雨
明
け
が
待

ち
遠
し
く
感
じ

ら
れ

る

7
月

22
H

ヘヒ

)、

今

年
も
紅
友

会

と

の

対
抗
戦
を
行

い
ま

し
た
。
訪
れ
た

の
は

六

段

の
岩
本
さ
ん
を

筆
頭

に
瓦
段

7
人
、

四

段

4
人
、
..一段

5
人
、

.

.段
3
人

の
20
人

の
ご
婦
人
が
た
,

迎
え

る
ク

ラ
ブ
囲
碁

会

も
ピ

タ
リ
20
人

の
精
鋭

7
乙

、

.
人
三
局
を
公

式
戦
と
し
た
と

こ
ろ
、

紅
友
会
は
3
連
勝

の
4
人
を
含

み
12
人

が

勝
ち
越
し
、
総
合

成
績

で
も
ク
ラ
ブ

の
28

勝

32
敗

で
、
5
年

ぶ
り

の
負
け
越

し
と

な

り
ま

し
た
。
負

け
惜

し
み
で
は
あ

り
ま

せ

ん
が

、
勝
負

は
さ

て
お
き
、
お
互

い
に
1

年

ぶ
り
の
再
会
を

喜
び

つ
つ
、
手
談

に
興

じ
た
午
後

の
ひ
と

と
き

で
し
た
,

〔河
野

V

「今年の紅友会は強 かった」はたまたコチラの腕が

落 ちたのか

ll6)



2006.8、10No.438

カポ ー テ イ

 

官
庁
担
当

で
も

、

企
聡
担
当

で
も
、

あ

る

い
は
ス
ポ

ー

ツ
や
文
化
担
当

で
も

「
こ

い
つ
、
取

材

先

の
代

弁
を
し

て

い

る
な

と
片
笑
し

て
し
ま
・・ー
記
者
が
よ

く

い
る

何
も
そ

れ

が
悪

い
と
は
思
わ

な

い
、
大
事
な

の
は

い
ざ
、
原
稿
を
書

く
と
き
に
読
者

の
疏
場

に
た

っ
て
そ
れ

を

評
価
、
批
判

で
き

る
か
で
あ
る
.

あ

る
時
は
取
材
対
象

に

の
め
り
こ
ま
な

い

と

深
み

の
あ
る
記
事

は
井
け
な

い
,
そ

の

.
方
で
の
め
り

こ

み
す
ぎ
る
と
、
肥

事

の
客
観
性
が
保

て
な
く
な
る

そ

の
「
距
離

間
」
を

ど
う
保

つ
か

で
、

わ
れ
わ
れ
は
[

々
悩

ん
で
い
る
と

い

っ

て

い

い
だ

ろ
う
、

映
画

一
カ
ボ
ー

テ

で
」
は
、
そ

の
距

取材現場の苦悩 と二重写 し
離
間

の
難

し

さ
を
改

め
て
教

え

て
く
翁

る
.
カ

ホ
ー

 71
r
は
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ

ョ

ン
ノ
ベ
ル
を

k
目
く
た

め
に
、
米

カ

ン
ザ

ス
州

の
田
舎

町
♂.」
起
き
た

一
家

4
人
難

害
事
件

の
容

疑
者

2̀
}人
と
拘
置

所

で
粉

触

そ

の
う

ち

の

.
人
、

ベ
リ
ー

・
ス

ミ
ス
と

は
心

を
通
わ

せ
る
ま

で

の
関
係

を
築
く

た

だ
、
小
説

の
タ
イ
ト

ル
が

、冷
血

」

で
あ

る
と
報
じ

ら
れ

た

こ
レ

で
、

ベ
リ
ー

は
心
を
閉
ざ
す

最
終
帰

.血
で
カ

ボ
ー

テ
ィ
は

ベ
リ
ー

の
身
を
案

じ

つ
つ
、
死

刑

に
な

ら
な
け
れ

ば
自

ら

の
作
品
が
完

結

し
な

い
と

い
う

ジ
レ
ン

マ
に
陥

る

.

、
死
刑

の
回

避

か
、
自

ら

の
作

品

の

完
成
度
か
-

と

い
う

の
は
究
極

の
選
訓

で
あ
る

に
し

て
も
、
取
樗
先
と

の
信
輔

関
係
か
、

ス

ク
ー
プ
か

で
悩

ん
だ
経
蜘

を
持

つ
記
者

は
多

い
は
ず
だ

映
画

の

中

の
カ
ポ
ー

テ
で
に
は
人
間
的

に
何

ら

共
感
す

る
こ

と
は
で
き
な
か

っ
た
が
、

心
情
的

な

つ
ら
さ
を

こ
ら
え

て
ペ
リ
ー

の
死
刑
執

行

現
場
に
立

ち
合
う
作
家
シ

し
て
の
職

業

意
識
に
は
息

を

の
ん
だ
、一

取
材

・
報

道

に
携
わ
る
人
間

に
と

っ

て
は
極

め

て
示
唆
に
富

ん
だ
作
品

で
あ

る
、.目

本
経

済

新
聞
編
集

局
次
長

・
社
条

部
長

田
中

信
行

感
動

し
た

ー

だ

れ
か
さ
ん
と
同

じ
台
詞
だ
が
、

あ
ち
ら

は
激
し
く
表
現

し
、

こ
ち
ら
は

静
か

に
胸

の
う
ち

に
秘

め
る

.
つ
の
時
代
状
況
を
見
事

に
切

り
取

っ
た
感
動

的
な
作
品

で
あ

る

「
あ

の
時
代
を

生
き

た

若
κ
た

ち

に

捧
げ
る

レ
ク
イ

エ
ム
ー
と

い
う
...口
襲
を

残

し

て
、

1
月

に
急

逝
し
た
黒
木
和
雄

監
督

の
遺
作
と

な

っ
た

.
岸

田
國
」
戯

山

賞

・
読
売
文
学
賞

な
ど
を
受
賞
し
た

劇

作
家
、
松
田

正
隆

が
実
母
悦
f
さ
ん

を

モ

デ
ル
に
し

た

戯
曲

が
原
作
.

「
父

と

母
が
戦
争
を
生
き

て
き

て
、
そ

の
中

で
出
会

っ
た

身
近

な
父
母

の
記
憶
に

戦
争

を
見

つ
け

た

」
と

い
う

殺
風
景
な
病
院

の
屋

上
、
老
夫

婦

の

間

延
び
し
た
よ
う
な
長

い
回
想

で
始
ま

紙屋悦子の青春

戦争を生きた若者への鎮魂歌

る

昭
和

20
年

「1
9
4
5

)
春

、
鹿

児
島

の
旧
舎

町

映
画
の
舞

台

は

こ
の

.

.
つ
だ
け

.
、ヒ
役

の
.
一人
は
脇
役

に
支

え
ら
れ

て
光

る

悦
子
が
好

意
を

持

つ

兄

の
後
輩

で

海

軍
航
空

隊

の
明

石
少

尉

彼

は
沖

縄
特
攻
出
撃

の
覚
悟

を
決

め
、
愛
す

る
悦
f

の
生
涯
を

信
頼

で
き

る
親
友

の
同
僚
整
備
b
官

:
水
字

少
尉

に
託
し
た

い
と
願
う

極

限

の
状

況
ド

で
は
そ
れ
だ

け
が
悦
.r
へ
の
最
高

の
愛

情
表
現
だ

っ
た

出
弦
霊
剛
夜

の
惜
別
は
胸
を

打

つ

「悦

ち
ゃ
ん
、
行

っ
て
こ
ん
ね
!
B「
う

…
明

石
さ
ん
、
行

っ
て
し
ま

い
な
さ

っ
た
が

ね
!
」
と

叫

ぶ
義
姉

「
体

が

凍

り

つ

き
、
動
け
な

い

と

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
に

あ

っ
た

私

は
そ
・つ
は
思
わ

な

い

こ

こ
で
動

揺

し

た

ら
す

べ

て

が
無

に
帰

す

.白
ら

の
強

い
意
志

で
必
死

に
耐

え
、

そ
れ
が
働

…犬
と

な

っ
た

、

同
じ
監

督

の

『父
と
暮
せ
ば

=
は
広

島
弁
.
こ
ん
ど
は
鹿
児
島
弁
、

〃
.、.目
の

繊
細
、
強

さ

が
生
き

て

い
る

自
我

が
な

い
.

い
ま
な
ら
批

判

で
き

る
.、
だ
が

、
同
じ
時
代
を
生
き

た
者
と

し

て

「反

戦

一
の
枠
を
超
え

-
人
間
」

や

「信
頼

」
、

「愛
」
を
奥
深
く

考
え

る

き

っ
か
け

に

で
き
た

ら
と
思
う

.

読
売
新

聞
出
身

原

孝
文

117,1
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一 新 しいOB会 員

クラブ施設で は会員に よる各種 の 会合が行われ てい ま

す。企業や大使館な どの賛助会員 も記者発表の場 として ク

ラブを利用 してい ます 、

■ 日本 自治 学会 シ ン ポジ ウム 「三 位 一体 改 革の ネ ク ス ト・

ス テー ジ」

片 山虎 之 助 自民 党参 院 幹 事長、菅 直 人民 主党 代 表代 行 、

増 田寛也 岩手県 知 事、 本 聞正 明大 阪大 大学 院 教授 らが地

方 分権改 革の今 後 の課 題 につ い て議論 した。 コーデ ィネ
ー ターは 元 日経 の松 本克 夫氏 .、〔7.]10階 ホー,の

照 会 先:日 本 自治 学 会事 務局Tel:03-3220-2148

■ 七 タの夜 に、 米 原万 黒 さん を送 る集 い

通 訳 、作 家 、 ジャー ナ リス ト、 友 人 な ど400人 余 りが

出席 。 自身が通 訳 を務 め た ソ連 ・ロ シア要 人の 記者 会 見

場 で もあ った 会場 に掲 げ られ た遺 影 は、 華 やか な深 紅 の

バ ラで囲 まれ た。 通 訳者 と して 、作家 として、 そ して ひ

と りの 女 と しての 「万 里 さん」 を阿 ノ川1高 、姫 野 カ オル

コ、佐 藤優 、妹 の 井 上ゆ りさん らが 次 々 と燈 壇 しユ ー モ

アた っ ぷ りに “暴 露 ㌦、大 輪 の花 の よ うな 故 人 にふ さわ

しい ヒタの夜 の送 る会 とな ・)た.〔7,710階 ホー ル1

■ マ ス コ ミ倫懇 シ ンポ ジウ ム 「い まマ スコ ミに問 われ て

い る もの ネ ッ ト時代 の ジ ャー ナ リズ ム とは?」

第1部 は イン ター ネ ッ ト新 聞 「JANJAN」 を 主宰

す る竹 内謙氏(元 朝 日〉が 講演.第2部 は 高成 田 享朝 日

論説 委 員(司 会)、 湯 川鶴 章 時事 編 集委 員 、松 沢 雄 一 神

奈川 新 聞デ ジ タル メデ ィア局長 、 金平 茂紀TBS報 道 局

長、 神保哲 生 ビデ オニ ュー ス ・ドッ トコム代 表 らが ネ ッ

ト時 代 にお ける既 存 メデ ィアの 課 題 な どにつ いて 討論 し

た.、〔7.810階 ホ ー ル)

照 会先:マ スコ ミ倫 理懇 談 会全 国 協議 会

Tel:03-3591-3465

■ 日本 エ ッセ イス ト ・ク ラブ賞 贈呈 式

第54回 の 同賞 は小 林弘 忠氏 の 『逃亡 「油 山事 件 」戦 犯

告 自録」、 内藤初 穂氏 の 『星の モ子 の影 とか たち と』、中

島 さお り氏 のrバ リの 女は産 んで い る」 に贈 られ た 、小

林氏 は 元毎 日新 聞記 者 。内 藤氏 は サ ンテ グ ジコ.ペリ 『足

の 王 子 さま』の翻 訳者 内 藤濯氏 の長 男 二〔7.10宴 会場}

照会 先:日 本エ ッセ イス ト ・クラブ事 務 局

Tel:03-3502-7287

■ ホ プ キ ン ズ 高 等 弁 務 官 補 記 者 会 見

国 連 難 民 高 等 弁 務 官 補 の ジ ュ デ ィ ・チ ェ ン ・ホ ブ キ ン

ズ 氏 が 会 見 。 ス ー ダ ン や 東 テ ィモ ー ル な ど の 国 内 避 難 民

の 支援 が 緊 急 な 課 題 で あ る と訴 え た,(7.lllO階 ホ ー ル)

照 会 先;UNIicR駐 目 事 務 所Te[;03-3499-2011

h1tp:.〆.!www、unhcr.orjP/

■回 想 五十 嵐 一先 生 の会

「悪 魔 の詩 」 の 翻 訳 者で 筑波 大助 教授 の五 卜嵐 ・さん

殺 客事 件 が7月1旧 、 時効15年 を迎 え た。 遺 族や 同 僚、

友 人 ら200人 が 出席 し故 入 を偲 んだ 、、夫 人の 雅 子 さん は

「時 効 とい う こ とで 、 む しろ多 くの 報 道 が され た 、 こ の

事 件 を知 って もらい真 相解 明 につ な がれ ば」 と期 待 を込

め てあ い さつ した 〔7、1410階 ホ ー ル1

■ ゴール ド ・メダ ル 「東 京 テ クノ ・フ ォーラ ム21賞 」

受賞 記念 講演 会

東寡 テ ク ノ ・フ オー ラム21(代 表:滝 鼻 卓雄読 売 新聞

東 京本社 社 長}は 、先 端科 学技 術 の研 究 に取 り組 む 気鋭

の 若手 科学 者 に ゴー ル ド ・メ ダル賞 を贈 って い る,受 賞

者 の上杉 志 成京 都 大学 教授 、 高柳 広東 京 医科 歯科 大 大学

院教 授 、湯 浅新 治 産業技 術 総合 研 究所 研究 グ ルー プ長が

研究 成 果 につ いて を講 演 した,(7.L810階 ホー ル)

照 会 先1東 京 テ ク ノフ ォー ラムTel:03・36424197

■OECD東 京 政策 フ ォー ラム

午 前中の 当 クラブで の 記者 会 見に続 い て、 ア ンヘ ル ・

グ リア事務 総 長が 第1部 「開発の た めの投 資 」 で基 調講

演..麻 生 太郎外 相 、黒 川 東彦 ア ジア 開発 銀行 総 裁 も講演

した.〔7.2010階 ホー ル)

照 会 先lOECD東 京 セ ン ターTel:03.5532-0021

http;〆/www,oecdtokyQ.org/

■ 日本 ジャー ナ リス ト懇 話会7月 例 会

野 中広務 元 自民 党幹 事 長が 「小 泉 政権 の残 した もの」

と題 して講 演 した。17.21大 会議室)

■ 後 藤 新 平 の 会2006シ ンポ ジ ウム 「21世紀 と後藤 新

平一 世 界構 想 と世 界戦 略」

木村 汎拓 殖 大学 教授 、榊 原 英 資早稲 田 大学 教授 、塩 川正

卜郎 東 洋 大学 総 風 松 田 昌UR東 日本 相談 役 、御 厨 貴

東 大 教授 〔コー デ ィネー ター)ら が 後藤 新 平の 「世界構 想

の意 味」につ いて パ ネ ル討 論 した 、、(7.2210階 ホー ル)

照 会 先:藤 原 書 店 内 後 藤 新 乎 の 会 ・事務 局Tel;03-

5272-0301http://goto-shirnpe三.or9/

■ 日本外交 協 会7月 例 会

外 務 省の薮 中 三十 二外 務 審議 官が 「サ ン ク トペ テ ルブ

ル ク ・サ ミッ トG8一 その 成 果 と裏話一 」 の テー マで 講

演 した 、.17.28宴 会場}

照 会先:日 本外 交協 会事 務 局TellO3-35846200

(18}
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バ ー 、 レ ス トラ ン 、 宴 会

予 約電 話 和 食35032723洋 食3503-2766

8月:仔 羊 の メ リ ー さ ん

8番 目 の 干 支 、 未 を モ チ ー フ に 、

テ キ ー ラ、 レ モ ン ジ ュ ー ス 、 グ レ ナ

デ ンシ ロ ップな どで ア レンジ した淡 い ピ ン ク色 「

の カクテ ルで す 、お 試 し くだ さい

涼 風 懐 石 コ ー ス 〔9月1rは で}

見た 目の涼 しさを 食器 や盛 りつ けで 表現 して

み ま した、.グラス冷 酒 がつ い て5,250円 です 。

(板長:藁 科・浩}

先付2点 生 もの:刺 身3点 焼 き物=福 子塩 焼 冷や

し煮物:鮎 お も湯 漬 け 揚 物1海 老 真 史揚 げ 酢の物=

夏 鴨塩 蒸 し 食 事:そ うめん 琶'味:赤 肉 メロ ン

置 き傘 を お 引 き 取 り くだ さい

東京 も長 い梅 雨が よ うや く明 け ま した.傘 疏て に放 置

され て いた 置 き雨傘 を受 付 でお 預 か りしてい ます8月

末 まで にお 引 き取 りの ない 傘 は処 分い た します の で、 ご

了承願 い ます.

初 秋 特 別 コ ー ス 〔9月4日 ～10月6日)

前 菜:ホ タ テ 貝 と キ ノ コ の ソ テ ー ス ー プ ニ

松 茸 入 り コ ン ソ メ ス ー プ メ ー ン:牛 フfレ

肉 の 焼 き し ゃ ぶ 仕 立 て デ ザ ー ト1シ ャ ー ベ ッ ト

こ れ に パ ン と コ ー ヒ ー が つ い て2、890円 で す 、 ラ ンチ

タ イ ム に もお た め し い た だ け ま す.,(シ 、Lフ=黒 須 修 一)

一 般 メ ニ ュ ー 半額 サ ー ビ ス9月lIiま で

アラ ス カ夜 の 部の 全 品llを 半額(サ ー ビ ス料別)で 提

供 す る特 別期 間 も残 りわずか で す、,この機 会 にぜ ひ ご利

用 くだ さい、、予約 をお願 い します、

寄 贈 書

レ『時 事 通 信社60年 史』時 事 通信 社 レ『新 聞 の あゆ み一

明治 か ら現 代 まで』『平 成17年 度 日本新 聞協 会 の活 動」

1日本新 聞 協 会 報 平 成17年 』 日本 新 聞協 会 レ『政 治

記者 の 目と⊥r第6集 政治 記 考C)B会 』 安 藤哲 会 員

招 待券(ご 寄 贈 い ただ きま した)

レ朝 日新 聞社 『ふ し ぎ大陸 南 極 展2006』'人 間 国宝 一二

輪壽雪 の 世界 』 レU本 経 済新 聞 社'モ ダン ・パ ラ ダイ ス

展」 レ東京 新 聞rパ ウル ・ク レー 創 造 の物 語展

ク ラ ブ の 電 話 ダ イ ヤ ル イ ン

和 食 レ ス トラ ン(9階)会 貝 事 務

3503-27233503-2725

洋 食 レ ス トラ ン(101若)経 理

3503-27663503-2728

貸 室 ア約 、宴 会 打 ち 合 わ せ

3503-2724

受 付 会 見 申 し込 み ア ドレ ス

3503-2721kaiken@j[1pcρrjp

ク ラ ブ 行 事へ の 申 し込 みURLア ド レ ス

3503-2722http://www、jnpc.(}rjp

会報 委 員会

委 員長 二住 田 良能

委 員 轟池 谷 忍 石 田昭 彦 伊 藤r郎 仙 石伸 也

高橋 利行 西田善 夫 松 本侑 壬 了・

連 絡=長 谷 川和 子 本庄 五 月

1電 話03-3503-2752FAXO3-3503-727P

■ 役 員 交 代

〈理 事 〉

共 同通信 杜1新}竹 田保 孝常 務理 事 ・編 集総 本部長

rllD国5♪ 俊 襲

時事 通信 祉(新}岸 田郁弘'常務取 締 役財 務経 理 ・マ

ス メデ ィア担 当

〔旧1三 橋清 二

北海 道 新聞 社 噺}高 橋雅 障 裏京 支社 長

dLD杉 江 良之

〈監 事 〉

熊 本 目目新 聞社 峠斤)中 概 碓 一取 締役 東京 支社 長

1旧}野 方正 治

■ 法 人 代 表 変 更

宮 崎 日 目新 聞祉 帝D二 宅 理 ・郎 代 表取締 役 社 長

{田)長 友貫 太郎

W( .)WOW噺)和 崎{言哉代 表取 締役 会長

q}D佐 久間 易 二

山形 放 送 で新)園 部稔 代表 取締 役 杜長

d}D佐 藤充 彦

エ ヌ ・テ ィ ・ピー 噺)吾 妻光 良 代 表取 締 役社 長

映像 セ ンター{1日)秋 元博

〈 会 員 現 況 〉 法 人会 員147社 基 本 会員809人

個 人 会員1.648人 法 人 ・個 人賛助 会 員77社188人

特 別 賛助 会員74人 名 誉 ・功 労 会 員10人

言十224峯 士2.729人

HPhUp://….jnPC.or.lp/

「会 見速 記録 」:7月 の 新規 掲 載

● サ ム ・ジ ェ ー ム ソ ン 元 ロサ ンゼ ル ス ・タイ ム ズ

東 京 支 局 長[r変 わ っ た 首相』 の プ ラ ス とマ イナ

ス1(06,6,22)● 福 井 俊彦 日銀 総 裁 昼 食 会(06.6.

2⑪}● 田 中均 前 外務 審議 官 「北 朝鮮 との 交渉 は トッ

プの 権 威 の も とで 一1(06.5.15)● 大 日方 邦子 ア ル

ペ ン ス キー選 手 「金 メダ リ ス トの挑 戦一 トリ ノ ・

パ ラ リ ンピ ックを終 えて」(06 .4,止8)

今 後 の 行 事 予 定(8/3現 在>

8.19〔Ll14:00、15=501皇O「 糾 ホ ー,レ 〕

試 写 会 「デfア ・ピ ョ ン ヤ ン 」

8.251金ll2=15～13=45【10i}嵜 ホ ー ノレ}

但 木 敬 ・検 嘱総 長 昼 食 会

8.26〔Dl3:30--16:30110階 ホ ー ル 〕

試 写 会DVD版 「牲 倉 使 節 団0)米 欧 回 覧1

8,28ご 月}12:〔}0-13:45qOl砦 オこ一 ル}

御 手洗 冨.L夫H本 経 団 連 会 長 昼 食 会

行 事 案 内 専 用 電 話 ⑪3-3503-3764

[1時 の 変 更 な ど も 含 め 、 最 新 の ク ラ ブ 行 事 を テ ー プ で

お 知 ら せ して い ます

口9:・
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し歩i目]費信離}撮影 網 裕子写 真 回 廊

な:こゆ え か フ ーチ ン さん 以 外 の 視線 は小 泉 首相 に
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